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め
る
べ
き
だ
と
す
る
わ

法
人
い
ち
の
普
通
裁
判
絡
に
悶
ナ
る
足
許
！
？
ハ
凶
粂
凶
項
は
、

「
出
人
そ
の
他
の
社
団
又
は
則
伺
」

（
以
下
で
は
伝
人
等

と
い
う
）

針
通
裁
判
仏
r引を、

ー
代
表
中
ブ
そ
の
他
の

市
）
ー
そ
の
ム
た
る
唱
必
所
又
は
P

川
町
長
所

ドセ仏り、

事
務
所
士
行
は
営
一
え
一
的
が
な
い

ヘ
川
い
民
訴
法
問
久
へ

二
八
九

た
る
実
務
恒
川
さ
の
廿
品
川

に
よ
り
ど
ま
る
号
令
の
し
仏
、
J

て
い
る

山
川
ハ
）
ば
、
明
治

午
民
事
小
訟
法

れ
れ
民
説
法

四
条

叫
引
に
誌
は
ず
る
〉

U
同
町
一
昨
法
の
担
μ同
時
に
閑
ず
る
川
局
主
は

リ
作
J

初
は
用
問
符
rH仇

;hし判
るi"'i'i' 
半自

宅ほ

ど

,n 

旧
川
氏
ポ
リ
日
幻
判
別
乏
dJ河
ぷ
に
法
制
杵
々
も
し
れ
て
い
た
；
、
推
測
さ

（
以
内
で
は
度
内
！
日
制
管
特
の
規
定
が
官
庁
際
裁
判
管
轄
規
定
？
し
て
の
険
花
も
果
ー
に
す
一
い
う
与
え
万
z
V
｝
、
一
重
機
能
雨
L

T
〕

一
前
機
器
守
口
γ
果
た
了
J

も
の

-c 
、，、

、
。
え
l
J

v
l
v
一問

山
山
川
氏
訴
法
で
は
、
会
社
心
本
店
M
r
外
出
に
島
司
令
場
ム
円
は
外
直
に
昔
述
裁
川
川
泌
が
丸
る
か
ら
、

日
本
心
北
H
r
法
裁
判
籍
は
一

ιぬ
ら
れ
た C) 
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前九ーも

M
故
に
解
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
人
半
有
斗
の
攻
不
心
地
問
に
お
い
て

一幻

こ
の
も
三
ノ
な
沼
釈
を
h
円りに
L
J
る
た
め
に
民
山
法
凶
条
例
切
に
一
必
リ
1
1
Q
U
N
A訴
法
制
条
一
墳
の
規
定
が
以
主
ら
れ
た
。

し
い
し
そ
う
す
る
と
、
一
一
れ
を
交
げ
紋
い
だ
山
比
一
刀
法
同
条

も
n判

川
氏
叩
小
川
広
阿
条
二
羽
子
、

「
石
本
に
お
汁
る
事
務
所
、

r
弓
業
所
又
は
ぷ
務
U
日
当
有
」

い＇；｝

:n ~手
刃~ '" £宝
什山
一土
一＼（主
下町

芸＇：＇前
じJ 語
f歪

裁
籍

一川に
F

で
つ
一
ー
た
の
は
、
第

っ
た
い
、
と
お
k

び
弟

の
川
町
い
銭
円
を
受
け
た
か
ら
引

あ
勺
た
u

セ
は
平
一
心
後
の
べ
試
合
畏
法
事
務
所

紋
管
轄
討
に
い
か
仕
る
影
響
を
リ
え
て
い
る
だ
ろ
事
っ
か
。

抗
悼
の
古
川
に
つ
い
て
は

U
2

際
政
丙
管
轄
に
出
認
す
る
？
υ法
ハ
に
ん
民
を
倹
討
す
る
む
泌
が
あ
る
c

円
H
府
吹
立
ム
下
、

l
i
－

－

 

。Iぃ条
は
、

一
波
監
平
汁
ハ
債
務
者
刀
げ
川
業
有
ト
’
ル
ト
キ
ハ
立
（
ノ

ιタ
ル
常
業
所
ノ
一
州
存
地
、

外
一
叫
二
、
一
て
タ
ル
常
業
所

ヲ
有
ス
ル
キ
ハ
日
本

ル
ア
に
タ
ル
宇
栄
一
け
ノ
所
存
地

営
業
者
三
ト
j
f月
下
内
を
t

J

人
ハ
廿
以
来
一
け
ヲ
ム
U
七
山
町
ル
ヘ
キ
ハ
H
つ
ノ
普
通
故

判
耕
ノ
所
ん
い
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地
h
h

叫
ん
札
所
ノ
梓
i

轄
一
一
専
虞
ス

と
相
川
｛
疋
し
同
法
一

ハ
一
リ
ヒ
人
心
は
二
次
的
に
則
定
所
在
地
心
専
属
管
特
を
だ

め
て
い
に
つ
国
際
破
派
色
村
山
つ
い
て
は
辺
都
知
読
ま
た
は
紘
一
泌
推
知
読
に
よ
っ
て

凶
内
土
地
管
戦
況
定
が
凶
際
的
管
轄

JY凶
按

決
定
す
る
し
ア
ま
た
は
1
4
h
定

rる
f
hじ
ゃ
れ
と
立
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
b
同
際
被
産
む
特
を
定
め
る
も
の

こ
解
釈
さ
れ
る
v

し
か
し
、
外
国
い
土
た
る
営
実
所
今
、
有
「
る
常
業
者
の
場
合
に

b
い
て
、
国
際
叫
川
完
特
語
、
も
同
一
周
的
と
訂
以
め
丈
り
、

げ
ぷ
に
お
け
る
、
一
た
る
合
一
え
所
の
一
的
存
地
管
廿
怖
が
な
い
場
合
に
の
み
財
長
所
在
脱
官
拭
が
認
め
つ
れ
る
と
読
め
ど
り
す
る
の
ゼ
、
規
定

／
了
て
の
明
確
悦
に
欠
け
る
こ
い

成

一一
1
J
K
J
L
に
よ
り
川
保
埜
J
H
に
あ
ら
た
に
国
際
よ
荒
川
管
が
刊
に
問
寸
る
規
定
が
か
は
け
っ
料
、

現「れわ
ι
山一件
1
仏
阿
条
と
な
っ
打
。

川佳
t
比
川
凶
条
は
、

こ
の
法
作
り
規
定
に
よ
る
綾
産
滞
日
始
－
U
申

υ
て
は
」
、

債
務
者
引
法
人
、
そ
－
U
池
の
利
回
又
は
院
何
C
あ
る
場
台
に
は

川
上
小
「
見
方
に
リ
J
U
業
説
、
事
務
所
え
は
肘
砕
を
λ
什
J
o
J
Q

／
r
p
に
限
り
i

す
る
こ
乙
小
で
き
る

へ
民
宇
再
司
法
川
粂
も
は
じ
）
、
ニ
規
定
1

v

レ
る
一
こ
れ
に
対
l
て
同
法
Iι

条
は
政
同
事
件
に
尚
氏
T
L
G
町
内
1
地
管
轄
士
ρ
止
め
、
日
川
条

一
狽
は
、
必
日
以
来
者
で
外
出
J

に
三
た
る
常
業
所

U〕

1r 
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を
右
す
る
ち
の
の
所
白
地
、
釘
↓
刷
、
は
精
一
取
の
胤
え
に
工
る
営
繕
法
判
所
が
な
い
L
Y

缶
一
は
億
九
必
之
の
財
産
川
在
地
を
包
靖
寸
る
地
方

裁
判
所
が
守
れ
ぞ
れ
管
轄
L
1
J

る
と
規
予
三
し
い

は
こ
の
よ
う
に
別
例
に
規
’
心
さ
れ
た
こ
こ
に
よ
っ
、
川
市
川
L
h
品
管
轄
胤

ど
に
国
際
ぷ
汀
川
円
v
h
d
吋
見
定
〆
了
）
て
の

品
機
能
を
制
点
亡
さ
ゼ
る
必
要
は
h

吐
く
な
っ
打
。

以

i
U
寸
J

に
、
被
山
民
法
に
お
い
て
事
介

i
泊
特
斡
ど
は
別
の
£
一
際
倒
定
特
約
則
定
が
も
う
い
、
ら
れ
た
こ
こ
は
、

一
一
軍
絞
殺
一
品
に

u

M
7
は
い
官
庁
陪
裁

1hr斡
V

ふ
ト
い
の
ん
山
糾
刊
を
r
t
L
J
も
り
に
い
え
る
n

し
か
し
ば
か
か
ら
、
そ
の
場
合
で
も
日
本
に
お
け
る
件
11正
法
人
拍
子
の

辛
務
所
味
J

の
J
一Pι
じん
A

二
般
い
市
i
d

伝
当
際
円
以
判
替
特
の
草
川
悦
v
p
L

、一
7

匂
と
い
う
ル

l
ル
J
1
υ

法
す
る
と
と
は
で
一
持
一
る
の
で
、
辛
務
所
一
般
管
轄

一
泌
を
猿
「
こ
と
に
は
な
ら
な
レ
。
な
お
、
破
f
h
法
の
卜
地
付
泊
料
相
叩
一
’
必
ぽ
怒
川
ド
り
町
で
あ
る
の
で
、

独
立
の
一
山
際
符
特
規
広
三
tA
い
じ
て
も
ン

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

ノ
ブ
ル
に
規
定
で
き
る
が
、
後
述
す
る
よ
ろ
に
、
多
様
な
包
柿
原
凶
の
あ
る
U

民
事
訴
訟
の
場J
〈
け
に
は
一
古
市
機
能
説
に

I
る
ほ
ろ
が
国
際

裁
判
管
轄
法
制
と
し
て
は
除
明
て
み
る
と
い
也
わ
れ
る

第
二
心
ト
八
容
院
川
円
例
が
依
刷
惜
し
王
山
律
に
も
改
正
が
あ
っ
た
。
大
審
院
川
円
例
は
、
、
一
ザ
ヘ
控
6
4

の
古
一
地
及
川
お
な
L
T止
め
L

川
川
門
早
八
十
込
山
一

問
条
二
一
…
心
解
釈
と
し
て
、
外
凶
会
社
7
0
法
人
ま
た
は
い
て
の
資
格
に
お
い
て
訴
え
ら
れ
る
、
｝
と
が
で
き
る
ム
ド
f
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
囚

に
た
け
る
代
衣
者
4

ノ
〆
一
定
め
て
設
置
、
ν
た
支
店
の
所
白
地
は
匂
げ
の
普
通
法
判
笥
で
あ
る
L
Y
2
4
4
な
す
の
は
当
然
で
あ
る
と
判
小
ぶ
し
い

大
出
品
院
は
、
こ
の
一
解
釈
の
以
僚
と
し
て
、
外
国
A
A
A
k
l
u’1
tへ
に
一
え
汽
主
投
円
、
巾
貯
の
同
法
ゐ

μ
川
条
に
し
札
J

て
そ
の
代
表
ヌ
寸
宇
一
定

め
た
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
は
、
F
h
u

本
の
ん
民
社
一
同
一
慌
に
、
会
社
の
常
業
全
部
に
つ
き
切
の
作
品
判
ト
ま
た
は
禁
内
外
心
行
為
を
な

す
権
限
を
必
ず
る
ヒ
日
町
一
規
心
が
あ
ム
ゴ
一
と
と
の
パ
プ
ン
ス
す
ゐ
げ
る
。

L
L
亡
、
こ
の
規
心
の
泊
四
凶
口
は
、
外
日
会
什
ー
が
わ
が
国
に
文
一
供

を
設
け
に
い
」
き
は
、
、
）
れ
を
設
日
な
川
場
合
よ
り
も
わ
が
戸
に
お
h

て
そ
の
ム
ム
引
に
時
十
る
法
律
関
係
な
中
ず
る
、
｝
／
一
が
判
明
、
繁
だ
と
考

え
ら
れ
る
引
ら
、
公
誌
を
保
一
当
直
す
る
り
ん
や
／
に
、
わ
が
沼
に
在
作

γγ
句
者
と
そ

の
潟
係
に
お
い
γ
は
、
あ
た
？
？
？
弘
、
わ
が
一
川

に
お
レ
て
会
社
ケ
一
校

υ
し
た
滋
ム
ロ
と
向
殺
の
以
h
投
レ
を
す
J

る
必
裂
が
占
ね
る
か
ら
で
丸
る

2
レ〉つ一

l[i~ ）、y王子： CiO il "?i 47 i21faJ，〔



c8 

外
国
会
計
の
リ
京
い
お
け
る
代
表
ぷ
の
権
限
に
つ
い
て
は
、

り一一

一
じ
ー
の
改
正
に
よ
っ
、
ム
百
吐
法
人
一
じ
条
二
肢
は
、

七
午
北
今
l
前
の
商
法
に
も
止
す
け
制
力
れ
て
い
z
l
h

し
、
ど
か
、

ζ
h
が

「
れ
ー
臼
会
社
心

U
木
に
お
け
る
代
が
が
れ
は
、

r

ぷ
外
国
会
社
の
戸
れ
本

v _, 

も
n判

に
お
け
る
楽
治
に
閑
ず
る
切
の
裁
判
l
Jん
は
裁
川
品
川
川
J

作
品
を
ふ
2

る
権
限
を
ふ
一
ぷ
る
と
規
r
～L
て
、
何
回
ム
古
代
の
牛
に
い
ね
汁
る

代
表
者
の
権
限
L
V

一

れ
は
、
事
務
が
一
般
色
村
1
4
討
の
論
拠
中
弱
小

。
川
本
に
お
け
る
業
務
に
却
す
る
も
の
に
限
定
し

る
J
%
の
と
い
え
る

太

d
一
J
h

年
改
正
は
、
ー
ジ
必
涜
判
決
に
あ
ら
わ
れ
7γ

胤
パ
円
で
あ
る
外
ヨ
ム
円
札
の
ん
J

U
判
債
権
朽
の
保
誌
と
レ
う
判
杓
む
た
め
に
、
被
告

の
注
不l
山
地
管
轄
の
大
原
町
勺
l
L

変
九
J
R加
え
に
も
の
で
丸
山
る
し
、
」
の
よ
う
な
ム
挫
の
特
訓
裁
判
紘
刊
の
考
え
占
を
杭
H

法
裁
判
籍
に
出
馬
す
る
出

止
に
持
ち
込
む
と
い
う
伽
、
原
引
な
f
以

ι怖
さ
日
は
、
事
務
所
般
管
轄
日
刊
の
そ
も
そ
も
心
血
論
的
弱
き
乞
あ
ら
わ
し
づ
い
る
と
も
い

と
h

ろ
で
、
山
ド
成
匹
令
改
正
副
宵

ur～
い
、
外
国
会
社
が
山
本
に
お
い
て
紋
絞
取
引
や
打
、
つ
に
め
に
は
代
ぷ
者
ど
む
め
営
業
所
を
設

F
成
一
凶
同
改
は
、
電
了
商
取
TE
の
花
展
yJ1ピ
考
慮
し
て
常
業
一
川
設
民
義
務
を
廃
ん
＼
代
表
者

置
し
て
背
「
一
川
寸
る
義
務
が
あ
う

設
汽
義
誇
（
人
民
b
f
fい
八
一
七
条
）
の
み
に
規
制
を
緩
和
し

L

外
凶
ん
ム
み
じ
が
営
業
所
ど
設
け
ー
に
場
合
に
は
な
一
一
山
ぞ
裂
す
る
包
一
り
の

パ
ペ
ー
法
え
（
一
一
ハ
条
）
、
討
業
所
を
設
豆
、
）
な
い
で
代

4J苔
の
み
を
泣
く
外
国
会
計
い
に
つ
い
て
は
、
阿
川
町
裁
判
管
活
は
Y
つ
考
え
る
べ
き
か

を
一
次
に
険
討
十
一
る

事
玲
引
の
一
昨
存
以
外
の
般
骨
格
の
基
従
の
川
公
取
性

－
）
川
本
ー
に
お
日
る
代
表
者
の
作
J

川川

氏
一
北
川
民
団
長
ム
η
U引は、

札
記
法
人
川
う
の
杭
打
、
司
裁
吋
語
に
つ
い
て
、

日
本
市
い
し
勺
片
手
務
所
ま
ア
ば
常
業
泌
が
な
い
と
き
は

日
本
に
お

け
る
代
表
有
そ
の
他
の
下
、
た
る
来
務
担
刊
当
者
の
注
叫

日
本
に
お
け
る
代
表
有
生
J
C
住
所

に
よ
打
｛
疋
中
戸
？
ゐ
と
山
胤
ρ
止
す
る
（
そ
れ
で
は
、

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C 48) 48 [201J 百J
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に
民
つ
い
て
一
般
的
な
川
溌
裁
判
管
4
1
が
認
め
ら
れ
る
か
〉
似
杭
玖
引
を

F
る
外
同
会
引
に
つ
い
て
は
、
会
行
法
一
八

七
条
一
明
、
は
前

述
の
も
で
フ
に
代
ぷ
以
包
設
旦
豆
義
務
L
U
1
4附

1
1
さ
ら
に
人
以
ー
は
じ
本
に
住
川
を
ム
引
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
L
J
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
れ
ー
回
公
社
に
、

本
に
お
汁

77vか
主
る
訴
訟
に
つ
い
し
も
応
訴
義
務
す
認
す
J

の
は
ぶ
合
法
て
は
な
い
の

札
軍
兵
引
に
つ
い
て
会
社
法
人
口
条
一
円
以
と
頬
似
の
規
制
刀
法
九
九
〆
川
市
ず
る
ニ
ュ

i

i

ケ
州
立
は
、
河
例
法
i

、
絞

E
－d
巧
f

北

一三
225ν
）
β

州
内
げ
に
あ
れ
ば
、
州
は
被
告
に
対
す
る
ゐ
ら
ゆ
る
訴
訟
に
つ
い
亡
裁
刈
特
轄
を
自
ず
る
こ
さ
れ
て
い
る
口
そ
L
て
法

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

人
日
山
川
川
内
で
総
統
的
手
業
を
行
う
h
J

誌
の
認
庁

え一

ヨ
l
ク
事
業
会
引
法
一
口
市
一
条
）
か
川
内
で
の
所
在
を
抱
認
さ
い
る
の
で
、
二
、
」
カ
らJ

m
W｝
 

れ
亡
い
る

般ん中J
な
哉
川
川
住
円
轄
が
認
め
ら
れ
る
と
解
釈
さ

を
受
け
、
そ
の
た
め
に
訴
状
交
取
代
市
川
人
を
何
ム
叩
「
る
と
と

cい
な
い
外
国
法
人
に
つ
い
て
は

州
内
で
実
際
に
継
続
的
必
業

「〔一つ山口ね

4
0
3
4

コ
pυ
、
与
」
h
j

4

1

J

f

r

b

 

コ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
場
企
に
は
、
絞
告
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
詰
求
に
つ
い
て
一
般
的
山
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
つ
こ
れ

非
凶
作
者
の
静
絞
的
事
業
山
歪
ら
と
い
件
内
取
己
J

（
件

B
E
n－－
wHqrfE同
凶
作
出

JJHFE件
r
E
2
2

同
削
叫
し

f11

V

」寸〆ハ？に占小、一一
1

」

11
－

L
－
J

V

J

 

コ
4
1
l
i
3
3
l
i
d

－

U
で
九
円
J
d
J
i
刀、／

J
干
し
ん
J

（出コ
y
d
m
才
C
4
4乙

訴
訟
に
つ
い
て
の
み
特
別
符
稿
が
一
認
め
ら
れ
る

方、
3

炉
、
ご
々
が
；
い
J

）

吋

7
1
ヨ
7
7
川
の
場
合
は
、
会
社
法
上
の
認
許
と
訴
状
受
次
代
担
人
の
任
命
日
小
ゐ
般
的
な
裁
判
色
桔
の

結
び
つ
く
）
い
う
解
釈
訟
利
例
や
注
釈
主
に
d

》
て
広
く
知
り
う
れ
し
い
る
」
他
ト
h

f

F

十
本
ピ
お
い
て
は
、
れ
ハ
臼
交
付
汁
の
代
表
有
の
一
試
F
・

民
リ
記
義
務
が
民
一
人
法
凶
条
斗
墳
の

1
R牛
に
お
け
る
代
表
者
そ
の
他
の
三
た
る
業
務
相
r

者
の
住
所
在
趨
じ
て
般
的
な
国
際
品
川

信
拡
に
つ
な
が
る
〆
｝
の
与
え
は
i
張
さ
れ
て
い
る
も
の

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
は
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
れ
区
法
人
込
J

の
ヱ
た
る
宇
務
J

出やけ，
u
い
業
所
が
外
干
J

に
あ
γ
G
山
川
合
に
ま
て
川
上
小
に
お
け
る
代
去
者
等
を
桜
拠
と

L
て
一
般
的
な
川
際
裁
斗
管
轄
中
認
止

る
の
ぼ
、
管
轄
ル

l
ル
に
夜
、
ず
る
当
宅
朽
の
予
泌
d

J

能
川
ー
や
間
待
に
反
「
司
令
結
恥
と
芯
る
の
で
、
治
当
と
は
h
w
え
な
レ
（
も
ち
ろ

ω、 gι 
l[i~ ）、y王子： CiO il生9i49 i21faJ，〔
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事
務
所
時
J
b
孔
有
さ
な
い
川
体
や
古
市
fd所
生
一
め
所
在
、
F
1わ
か
、
つ
な
い
凶
外
に
つ
い
て
は
、

f
れ
が
ヨ
本
に
代
文
4
7
↓
を
有
す
る
場
合
に
問
、

山
本
山
二
般
的
ヨ
凶
際
裁
判
包
柏
、
町
認
め
て
一
ロ
い
」

も
n判

本
つ
乙
も
、
け
主
首
は
り
法
論
と
し
て
は
外
民
法
人
せ
の
代
表
者
等
の
出
所
は
同
際
r
味
川
管
付
刊
の
れ
拠
）
な
り
う
る
／
）
考
え
る
か
、
、
目

ホ一（
V
U

寸
7
に、

現
住
で
は
州
ぺ
恥
門
会
引
の
は
4
に
お
け
る
代
表
者
の
権
限
は
れ
沼
会
引
の
川
本
に
お
け
る
業
務
に
立
ー
す
る
？
も
の
に
限
定
さ

れ
て
い
る

（ふれ
U
件
、
八
ぷ
不
尽
）

w

と
h
J
A
l
つJ
も、

川
本
に
お
け
る
業
務
に
問
主
？
と
ー
事
件
に
つ
い
と
の

4
r
m限
定
「
へ
き
て
為
る
u

九
体
的
J
J
ー
リ
リ
出
品
と
し
て
は
、

後
川
地
の
よ
う
に
、
外
U
2

法
人
日
寸
ハ
U

代
衣
苔
守
の
打
パ
ザ
ム
は
、

法
人
付
J

の
卓
上
務
所
斗
づ
か
F
Aパ
約
二
J
L

伯
り
Flm恥
裁

判
包
括
版
何
で
カ
パ
ー
で
き
る
の
で
忘
れ
ば
、
「
山
際
裁
判
官
村
の
燕
践
と
し
て
認
め
る
必
長
以
な
レ
と
考
え
る
乙

い
い
人
心
設
す
一
市
I

拠
時
仏
河
川

ヘ
＼
い
j
ヘF
J
乙

J
dリ
ハ
リ

Z

J

九
ノ
々
〈

K
H
M
E
t

校
包
括
心
恨
拠
と
な
り
う
る
’
わ
り
に
、
出
入
山
一
設
斗
準
拠
、
ぷ
の
所
属
国
が
あ
る
J

ま
ず
、
法
人
生
ー
が
ふ
り
七

L
L
る
事
政
府
一
昨
ま
た
は
川
ず
い
業
所

一以

F
立
は
「
λ

小
川
」

J

い
う
っ
）
心
為
る
同
で

般
的
山
一
品
、
千
七
れ
る
こ
と
は
疑
い
ぶ
な
い
代

ーコ
ti 

ぷ

hh
の
場
所
主
、
設
げ
の
溌
に

べ
き
｛
止
款
斗
J

記
哉
の
所
汗
地
と
解
ト
9
る
な
ら
ば
、
そ
の
所
ょ
μ
日
胞
は
設
〆
一
棋
拠
法
所
属
国
と
一
致

ず
る
戸
他
仁
川
、
定
款
斗
d

所

ιの

2
7け
所
付
地
が
交
際
の
托
拠
地
｛
ぺ
枕
川
？
心
池
）
と
け
ず
な
る
は
場
合
に
は
、
手
突
し
し
の
ぶ
民
地
主
ム
ト
！
と

解
ー
で
、
そ
の
場
所
に
般
的
な
管
轄
を
訟
の
れ
ば
よ
い
、
し
た
が
っ
て
、

E
本
の

般
的
な
同
際
及
川
判
管
絡
の
根
拠

vrv

拠
法
一
内
川
崎
日
を
独
げ
の
包
柏
原
辺
と
ず
る
必
女
性
は
な
い
。

な
お
、
も
っ

υら
日
本
ー
に
＋
処
仕
お
き
、
日
木
に

b
い
ず
に
事
業
を
行
う
、
」
ζ

な
た
る
斗
的
乙

γ
る
山
阿
川
似
山
円
以
i

会
引
や
擬
似
れ
正
法

人
に
つ
、
て
は
、

日
本
に
お
け
る
寸
ハ
業
一
川
H
J
を
根
拠
と

L
て

川
本
に
般
的
な
只
際
裁
判
む
仲
村
を
認
め
、
「
る
刀

「
民
高
山
法
四
条
五
一
望

一rh
A
引
い
中
台
判
渋
参
照
）
、
む
し
ろ
平
宍
十
万
本
海
地
の
片
lvt池
口
日
本
に
丸
る
と
し
亡
、
日
本

て
も
」
い
た
ろ
う

奴ノ、；＇！とAチiCiG （：日u）旬、I[201J 百
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外
国
法
人
附
？
の
似
則
的
な

役
管
4
1
は
、
外
凹
判
決

お
け
る
間
接
持
占
有
の
解
釈
に
お
い
て
実
ぶ
的
ピ
問
題
と
な
る
c

た
と

ν

へ
は
、
外
同
の
去
人
当
の
本
山
所
作
地
図
さ
な
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て
は
、

民
一
件
作

八
条
一
号
の
内
際
裁
判
官
時
（
川
刊
日
夜
管
轄
）

1

v

か
し
、
前
述
の
擬
似
一
打
開
会
什
・
擬
似
外
国
法
人
の
例
で
は
、
た
ノ
γ
へ
は
平
一
－
ノ
ラ
工

γ
州
法
・
へ
の
定
款
川

ー
の
本
市
川
三
ア
ラ
内
エ
ア
州
に
あ
っ
て
も
事
バ
ヌ
ト
カ
本
店
所
在
地
が
他
の
州

に
d

の
fω
九
μ
β
J

、

般
的
な
訴
え
に
つ
い
ν｛

♂
ま
に
は
一
川
）

り
尚
道
管
位
刊
は
当
該
他
州
へ
ま
た
は
池
一
反
）
に
認
必
ら
れ
る
、
き
で
あ
っ
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
に
認
け
炉
心
る
べ
き
C
は
戸
い
u

外
習
の
け
法
人
サ
に
コ
い
と
川
本
に
一
般
替
特
を
認
め
る
べ
き
場
合
で
d

の
ご

7ο
、
外
引
刊
の
ふ
判
所
に
専
属
さ
せ
る
べ
台
雫
刊
に
つ
し

戸

L
J町
九
、

日
本
心
百
際
裁
判
む
特
を
認
め
る
の
は
不
透
切
て
あ
る
一
た
と
え
ば
、
ム
円
引
の
設
リ
無
効
の
訴
え
は
2

は

三
百
社
法
八
二
八
条

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

c 
+ 
uフ
る，：， 干7
条

境
安ミ
壬←

l!iヰ

、

外
M
門
会
引
の
訟
↓
リ
準
拠
伝
凶
で
従
い
珪
「
へ
き

事
業
所
の
存
立
以
外
に
日
本
と
い
川
竹
一
関
係
が
な
い
場
合
に
は
、

業
務
川
同
連
活
崎
川
説
の
根
拠

ヨ
レ
ト
い
お

H
る
一
戸
務
と
ん
く
問
述
の
な
い
訴
訟
に
つ
い
℃
応
訴
乞

的
制
ず
る
一
」
に
は
当
手
主
聞
の
ふ
つ
？
に
反
寸
る
告
災
と
な
る
よ
批
判
す
る
c

ν

か
し
、
共
体
的
に
y
の

さ
J

な
お
情
が
か
iz－
－
聞
の
公

弔
務
所
裟
持
関
連
特
有
説
は
、
ポ
扮
所
一
般
管
沼
説
に
対
7

して、

山
に
反
了
る
λ

如
来
九
仙
の
か
は
論
じ
ら
れ
て
い
仕
パ
ド
」

業
務
関
山
地
管
幣
説
を
ム
張
寸
る
り
場
か
ワ
は
、
航
空
機
事
故
刀
被
害
苔
の
造
肢
が
航
空
会
社
を
訴
え
た
マ
レ
ヲ
一
ン
日
航
ム
刑
事
件
判
決

一吋し〕

に
汁

L
て
も
当
事
者
の
一
公
平
乙
い
う

rA訟
上
の
辺
念
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
n

他
万
、
大
規
防
院
な
保
険
会
社
が
世
界
的
な
淫
山

会
社
」
ヤ
み
え
に
後
掲
必
事
件
に
お
い
て
、
及
川
リ
f
M
は
、
上
際
裁
判
管
特
を
認
め
る
こ
い
〈
が
川
小
被
告
刊
の
fuI
ポ
ー
を
者
L
，
4
口
す
る
こ
は
い

え
な
h
v

と
判
ボ
し
ご

w

るー

l[i~ ）、y王子： CiO 11三i¥1 i2ifaJ，〔
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じ
ー
の
よ
う
に
、
訴
事
者
刷
の
八
ム
斗
ー
は
罫
一
務
所
彼
自
情
説
h
d
排
し
て
業
務
閃
達
也
舟
L
F
P
採
用
ず
る
決
定
的
な
叔
拠
と
は
な
ら
な

i、., 

も
n判

？、
乍よ、

才。

般
的
見
定
乙
し
て
終
日
ぺ
の
事
情
六
戸
市
を
係
市
L
f場
合
に
は
、
業
務
関
達
也
前
口
説
が
批
判
f
る
事
務
州
般
包
絡
説
に
「
七

ぷ－場九
μ
に
起
こ
り
う
る
む
竹
刀
拡
張
と
い
h
1
ノ京
W
沖
合
J
u
u

事
後
約

亡
し
主

ht
絞山北九円
J

る
よ
う
に
、
特
v
刊
の
孝
一

E
m
d宇
後

た
な
訴
は
が
絞
誌
に
軒
町
符
し
「
ぎ
る
い
＼
拡
張
約
九
店
特
斡
を
認
め
う
る
よ
う
な
脱
走
を
相
川
原
則
に
設
け
る
こ
こ
に
つ
な
が
h
、管位村山いし市中

前
の
マ
r測
司
能
ー
が
犠
牲
に
宍
れ
る
お
そ
れ
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
c

業
務
即
時
川
崎
一
管
持
説
の
も
当

条
μ
抗
の
締
約
同
慌
で
認
め
ら
れ
る
符
轄
原
M
刊は、

Htf
締
約
と
の
阪
で
認

ー〆一、

T帯、引
成、管
凹、 車吾
lこ、裁

を、 11;
布、［長
す、む
る、 ヌ手
老、訟
は投
U、
事ii .~ 
j丁れ
にも

肢 iii.

'f ~ 
知生
成予：~
スザ

め
ら
れ
な
い
場
合
も
多
い
の
で

た
と
え
山
崎
州
連
ん

（

E
U）
 

hーモム、
平
民
'J、
｜切

事
関
E、F
¥I、る
の、 J主

、可
Jn
ド
ー
に
戸
店

1
7
！

L

J

P

一
J
y
l弓
J
L
t
u

－
－
，
』

L

－〆

Tノ
ー

イ

）

半

九

行

問

と
い
H

つ）

f
h引
木
下
市
（
は
、

「
支
同
、

代
迎
肖
そ
の
他
心
地
設
の
主
務
か
っ
ゴ
マ
〕

1主

？「ノ一、
f
i、
中
小

：ν
し一

jt

て
、
そ
の
支
円
、
代
哩
川
口
そ
の
他
心
格
設
が
刈
パ
1
f
J
る
机
の
裁
判
析
で
訴
え
ら
れ
る
し
仁
定
め
る
〕

hμ
］
ト
h
J

f
F
 プ
け

ノ

ふ

ル

I
規
則
四
条

HY
主、

i
y
y
 

E
U
の
構
成
固
に
住
所
を
十
一
さ
な
い
若
に
つ
い
て
は
、
裁
判
管
ポ
ー
は
か
什
凶
の
同
内
法

に
よ
っ
て
決
め
る
と
す
る
v

同
条
二
一
則
で
は
、

E
り
栴
成
同
に
任
品
川
し
γ
、有

F
る
も
心
は
、
保
町

い
い
以
与
川
ワ

v
f
L
斗
Jm

〔
！

1
；I
t
－

－

－

f
i

－U
に
住
所
、
ケ
ナ
慢
さ
江
い
じ
本
心
JJ弘
人
や
法
人

に
は
、
だ
こ
え
ば
一
時
的
に
所
有
す
る
被
告
に
対

F
る
T
続
街
路
r

人
主
の
け
ぬ
f
A

ぽ
に
基
っ
く
英
国
の
ー
は
判
特
轄
胤
則
が
泊
尽
き
れ
る
わ

の
「
尚
一
必
管
結
」

の
見
む
を
利
用
一
コ
ノ
る
ャ
〆
｝
予
訟
の
ら
れ
て
い
る
〉
し
に
が
っ
て
、

以
仁
か
ん
）
？
手
わ
か
る
よ
h

に
、
業
務
認
を
管
轄
説
は
巳
U
の
対
外
的
立
裁
川
特
科
ル
ル
ζ

は
は
っ
と
い
な
い
ハ

と
こ
、

t
b
y
、

1
7
J
、一H
t
u－－
d

つ
に
、
米
国
に
は
椴
削
判
的
主
質
的
取
引
（
nrdEm

を
一
七
う
者
に
つ
い
て
は
業
務
河
川
法
性
を
問
、
わ
ず
般
的
な
管
轄
を
認
止

る
裁
判
管
特
ル

l
ル

fhZ2

九
九
二
年
か
ら
ハ

l
グ
同
際
私
法
会
誌
で
舵
齢
、
ち
、
れ
た
一
民
平
及
び
前
事
に
関
ず
る
裁
判
管
特
心
地
生

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C j2) 52 [201J 百J
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び
外
国
判
決
に
関
す
る
条
約
瓦

の
作
成
作
業
？
っ
控
折
、
以
去
U

凡
人
の
原
問
、
炉
、
普
通
川
批
判
譲
二
役
サ
一
戸
時
）

と
し
て
の
絞
殺
的
事
茶
話

制
刊
を
佐
川
オ
バ
ず
る
か
否
か
、
特
別
裁
判
強
引
－
特
別
管
轄
」

ノ
：
ノ
て
の
活
政
ベ
ー
ス
の
官
時
J
f
J

の
程
反
誌
の
る
か
と
半
け
と
欧
州
諸
国
が

妥
協
で
き
な
か
っ
三
か
ら
ミ
あ
勺

1

以
ー
か
ら
は
、
各
E
は
7b
際
裁
判
管
轄
に
河
J
q
る
条
約
に
お
け
る
で
い
際
放
4
特
斡
ル
ル
と
軍
司
法
こ
し
つ
、
の
J
L
I

際
裁
判
叶
円
台
特
ル
i

ル
を
区
別
L
て
い
る
の
で
あ
ノ
て
、
淫
－
忍
内
の
ム
口
市
ゆ
が
下
さ
る
ま
で
は
、
斗
？
止
の
戸
際
裁
判
管
轄
ル
i
ル
は
そ
れ
引
い
か
に
道
駅
官
特

と
い
h
れ
よ
う
と
も
、
的
川
市
に
は
す
～
吏
し
な
レ
こ
と
が
わ
か
7
匂
c

E
じ
ゃ
米
軍
と
の
化
絞
か
ら
は
、

川
上
平
が
当
際
及
川

J

F

〈
ハ
ン

f

、、

1
7
f）
一

〆｝口
M
V
7
v
I訟
に
お
い

ぺ
き
積
也
前
線
湘
一
以
山
て
一
」
な
い
う
L

い
う
べ
き
で
あ
る
乙

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

事
務
同J

般
M
Yー
ザ
は
ね
別
μし
轄
に
よ
っ
て
代
替
で
き
る
か

四

一
で
は
、
事
務
州
一
般
包
特
「
況
は
小
ん
μ
川
一
て
は
ヒ
い
が
引
凶
九
百
仕
に
つ
い
と
は
従
来
内
比
三
ょ
の
恨
拠
が
弱
ま
う
た
こ
？
と

三
て
は
、
芸
拷
悶
連
管
特
説
か
φ

め
げ
る
当
事
付
省
関
心
公
wー
は
相
別
的
な
考
店
に
J
ど
ま
り
、
説
得
し
々
が
ヘ
ホ
い
こ
と
、
ま
円
高
市
持
悶

連
包
靖
説
は
い
い
ん
山
町
内
法
的
ー
ゴ
去
作
い
け
E
f
t
分
で
ば
ん
d

い
こ
と
デ
み
た
し
力
、
〕
h
R炉
、
つ
、
川
門
家
の
及
判
権
汗
使
の
阪
以
を
P

心
め
る
同
夜
放

判
M
H
鴇

は

巾
μ
ん
の
放
羽
年
代
d

ノ
け
る
権
れ

一
一
条
一
を
斤
パ
討
に
、
個
別
の
官
拭
規

μの
相
自
柄
J
L
性
に
基
づ
き
体
的
な
シ
ス

フ
ム
こ
1

〆
て
成
h
止
っ
て
い
る
の
で
、
似
々
の
見
た
の
評
制
ど
け
さ
は
分
三
は
な
い

R
－
ぺ
や
設
I
V
川市拠比一
J川川馬
k
i
J
b
、
事
務
一
昨
一
般
管
特
J

，
？
～
山
挟
に
ず
る
も
の
／
）
は
ば
り
、
丸
山
い
、
｝
ζ

を一ボ
L
た
u

ー日τで
は
、

11Jm川
絞
判
け
HN

み宇「レ

i
レ
ニ
ノ
｛
、
ド
タ
年
一
ケ
ー

－

v

j

d

マ
マ
芋
一
仰

般
符
軒
丸
を
け
帆
川
用
L
な
J

と
す
れ
ば
、
特
別
特
轄
の
則
定
で
代
替
計
二
句
、
一
こ
が
引
き
る
か
を
】
共
体
的
な
裁

判
例
一
何
一
川
い
て
泊
、
討
す
る
。

f主
ち
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）
－
…
下
務
所
般
管
4
1
t
認
め
ど
f
M別
税
裁
判
例

,,,, 

事
本一

も
n判

上
級
審
で
事
務
副
般
包
崎
市
説
に
依
拠
し
た
こ
よ

MmJか
な
誌
の
に
は
、
次
の
仰
が
あ
叱

必
点
以
泊
中
間
司
一
防
相
五
L
T
J
f
九
月
二
口
日
、
東
京
海

t
刻
K
L
M
M
）
は
、
保
険
会
社
で
あ
る
河
川
口
X
が
イ
タ
ワ
ア

管
」
送
契
約
一
り
夜
行
中
に
イ
タ
リ

y
で
発
ー
し
た
海
難
事
故
に
持
し
て
被
告
抗
山
古
県
広
会
判
、
Y

に
運
送
契
ー
札
ト
の
員
山
口
賠
償
与
を
い
中
小
め
た

辛
件
で
あ
る
c

裁
川
川
は
Y

不
便
は
世
リ
片
的
戸
川
品
川
に
よ
「
て
利
訴
す
行
て
い
る
こ
と
か
ら
作
じ
る
負
山
で
た
り
、

大
規
！
耐
火
な
保
険
余
札
で
丸
山
っ
て
も
一
爪
際
円
以
判
科
！
轄
を
一
北
吃
る
こ
と
が
X

E

慌
の
公
半
を
著
し
く
主
口
「
る
と
は
レ
え
な
L
と
し
て
、

心
U
本
に
お
け
る
科
業
所
の
～
F
f
r
r
恨
耐
刊
し
一
L
て

～3
1、
阪
地
駅
沼
ね
六
一
ノ
ん
一
一
月

w一
日
一
正
予
ソ
キ
ン
グ
輸
人
事
件
＼
は
、

日
本
版
人
が
韓
国
法
人
で
み
る
被
u
R
Y

ム
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
と
山
内
松
担
料
支
作
が
追
及
さ
れ
介
事
件
で
あ
る
し
裁
州
門
川
は
Y
が
ー
ヨ
ト
ム
ド
国
内
に
お
い
t
u
h
v
u
E
所
主
什
甘
す
る

以
上
、

七
、
子
え
ず
で
の
t
A
泊
の
業
務
に
閑
寸
る
も
の
て
と
，
、
r
t
o
j宇
佐
に
山
地
絡
を
と
三
、
代
戸
J

人
を
ど
れ
ず
る
こ
と
い
U
v

で
き
る
f
J

、

ι撚

の
収
紫
そ
の
他
双
刊
の
退
行
に
お
に
支
障
け
か
’
あ
る
と

な
い
と
、
J

て
、
が
い
段
の
明
情
も
否
定
、
い
て
、
岡
野
町
裁
判
管
告
を
認

め
た
戸
ふ
の
他
の
管
対
話
回
は
一
校
さ
れ
て
い
な
い
っ

③山
y
に
什
小
地
判
川
成
五
可
九
月
一
一
一
ヘ
じ
ぶ
U

計旭化
r
干
対
日
刊
一
P
ぺ
J
ノ

は
、
本
法
人
で
あ
る
町
一
円
V
A

古
フ
ラ
ン
ス
法
人
心
被
吉

Y
に
対
L
信
用
状
に
草
川
づ
く
支
払
い
を
ぶ
め
た
事
件
て
、
信
用
状
が
X
と
イ
／
ド
作
人
と
の
輸
品
取
引
の
だ
の
k
y
の
ボ
／
ベ
イ
文
一
供

で
九
九
行
さ
札
に
こ
〆
｝
は
特
け
パ
心
事
情
に
あ
～
ら
日
い
こ
し
て
、

Y
の
日
恥
ー
に
お
円
る
営
業
オ
の
巧
有
（

k
訴
法
パ
条
h
項
）
を
恨
抱
と

？
）
て
業
rみ
湿
一
！
述
仕
を
問
う
こ
と
な
く
一
般
的
に
沼
際
救
斗
色
料
を
認
め
～
口
木
作
い
で
は
、
信
用
状
信
rお
は
J
N
参
債
務
で
占
め
る
か
h
f弐
務

ぽ
行
地
は
漬
催
者
で
み
点
る
X
心
住
所
地
に
占
わ
る
と
し
て
、
義
務
局
行
地
笹
川
持
、
民
訴
泣
と
条
ロ
勺
、
高
法
下
六
条
項

F
4認
め
ら

文
刀
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ふぽ
H
八
京
泡
叶
ド
判
刈
川
1
U

山

定

九

4
～
て
月
二
心
日
戸
み
ず
ほ
銀
行
汁
U
S

は、

X
銀
行
の
債
務
者
で
あ
る
訴
外

U
4法
人
が
え
国
の

r川
助
再
投
資
に
ま
了
川
」
ヨ
r

る
た
め
に
一
試
立
し
九
二
r
ラ
ウ
L

F

州
法
人
Y
が
X
に
対
L
て
米
川
門
主
従
担
L
に
絹
宍
賠
償
等
一
十
回
求
♂
め
訟
に
関
連

？ 、J
"( 

X
か
Y
に
対
L
て
川
上
下
て
必
起
し
に
伎
務
京
存
布
停
認
諸
事
事
κい
い
で
丸
一
令
。
裁
判
バ
は
民
訴
川
、
四
’
毛
羽
、
日
条
h
川一、により、

Y
C
日
本
に
お
け
る
た
る
言
葉
巧
お
ふ
ぴ
代
表
者
心
作
一
川
に
ふ
る
昔
送
裁
川
沿
を
飢
拠
、
と
し
、

Y
合
同
訟
の
字
、
ル
ゆ
が
川
本
戸
ょ
の
る
』
）

と
な
ど
れ
乞
坪
山
に
引
伐
の
事
清
夕
立
F
U
γ
f
h

－7一I
て、

川
上
下
に
志
際
政
刊
持
轄
J
1
認
止
に
。

'"' 

分
析

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

心
で
は
ワ
ル
ソ

1
条
約
一
八
条
の
到
＋
し
地
図
の
国
防
川
被
判
ハ
＼
特
は
、

条
約
の
淀
川
町
r
否
ど
ヨ
れ
す
に
ー
に
め
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
〔
述
川
出

明
、
約
む
一
ん
当
事
者
が
実
行
運
茂
人
で
叫
の
〉
た
こ
と
が
市
内
向
で
叫
の
る
つ

X
は
不
法
行
為
地
の
管
轄
を
半
張
じ
だ
が
、
判
断
さ
わ
て
い
と

い
ι
常
業
所
市
川
人
つ
に
共
づ
く

般
管
轄
を
認
め
な
い
場
台
で
も
、
到
注
地
で
わ
る
オ
ギ
内
所
有
「
る
い
R
業
刈
の
常
務
に
悶
起
し
工
事
件

と
し
て
、
芸
拷
悶
連
管
特
2

主
品
川
め
る
こ
と
が
て
き
た
事
例
ど
J
忠
わ
れ
る
J

Aμ
引
ゼ
あ
れ
ば

イ
タ
j
ア
か
ら
オ
フ
、
ノ
グ
ザ
川
町
臼
で
l
Aゆ
士
で
の
ぶ
何
日
控
込
い
は
モ
／
ト
リ
マ
ル
条
約

久
市
一
項
に
よ
り
同
条
約

が
円
札
戸
市
さ
れ
る
し
や
ら
、
同
条
約
条
同
頃
に
一
c

り
実
行
渓
送
人
に
よ
る
迷
活
に
も
適
応
さ
れ
る
一

ご
の
場
合
い
は
、
同
条
約
一
：
示
、
い

よ
る
作
品
判
管
結
ト
九
日
川
え
て
、
実
行
運
送
人
に
つ
い
て
判
八
条
の
追
以
的
管
轄
が
定
め
り
れ
て
お
り
、
一
一
一
一
条
に
よ
れ
叫
遠
山
品
で
あ
る
じ

み
の
ー
は
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
一
っ
て
、

モ
ン
ト

1
7
ル
条
約
の
シ
ス
フ

i
mに
お
い
て
は
、

x
ζ
Y
と
の
け
一
事
有
司
の
公

半
ー
は
ほ
似
体
、
？
れ
て
い
る
日
｝
に
に
な
る

け

1
2
l
条
約
へ
粂

（泥一

項
は
、

uz一
際
政
判
管
特
同
定
↑
ど
め
る
と
司
時
に
当
刈
一
上
地
管
特
規
定
、
乙
、
』
勺
ず
阜
の
終
誌
を
来
た
す
。
こ

心
、
」
と
は
、
主
た
る
託
業
所
所
古
川
地
と
か
一
約
三
ピ
締
私
し
ド
官
業
片
ー
の
一
叫
立
政
む
裁
判
J

？
と
と
h
v
h
つ
川
呪
定
ぷ
わ
か
ら
も
攻
、
り
か
て
丸
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司
、
ど
ん
が
っ
て
、
条
約
の
規
山
の
国
内
山
】
の
た
め
の
約
別
の
e

上
地
管
轄
胤
定
は
お
か
れ
て
い
な
い
一

日
（
も
司
殺
の
胤
だ
を
引
き
紋
い
で
い

モ
ン
ト
リ
オ
？
ル
条
約
一
一

も
n判

品川

U
心
事
件
で
問
極
亡
さ
れ
ず
八
政
引
は
、

Y
に
よ
れ
ば
韓
同
の
vー
の
本
社
で
仁
？
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
Y
の
戸
わ
し
本
ピ
お
け
る
骨
業
所
の
U
L
A

務
、
と
は
減
収
仰
り
な
い
取
引
か
ら
生
じ
り
に
ζ

主
張
さ
札
、

x
り

振

に

ゥ
ア
日
本
川
、
ヘ
は
ー
の

0
0
3
y会
社
引

う
）
、

i
J
 
そ
の
台
業
pi旧
y

白んは
Y
心
常
茶
治
政
〆
｝
iH刻
さ
れ
る
べ
合
き
だ
／
｝
い
う
り
こ
の

t

院
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

y 
G) 

C
C
%
9上
九
百
社
を

Y
の
す
け
井
木
Y
J
f一し

ξ
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
c

し
か
し
裁
判
所
は
ヲ
て
の
旬
の
持
轄
原
凶
を
四
川
崎
一
と
「
る
こ
と

小
山
く
、
事
務
所
般
科
！
特
説
に
よ
っ

C
日
本
に
巴
際
裁
判
官
村
守
認
め
に
－

ご
の
宇
川
け
で
宇
務
一
品

般
公
持
説
に
よ
る

〆
手
一
円

J

－L

J

i

7

v

↑
 

必
然
叶
け
な
め
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
え
る
J

③
心
事
件
は
じ
れ
川
次
取
引
で
一
般
に
起
こ
り
弓
る
紛
争
で
為
的
、
信
用
状
心
一
一
受
給
者
で
丸
ゎ
輪
山
苫
下
め
る

x
m伝
川
状
を
J

活
行
L

ム
ボ
／
て

f
支
円

信
用
1
山
花
行
銀
行
）

の
字
体
で
め
る
ァ
一
y

／
ス
同
人
Y
に
討
し
て
信
別
状
二
基
づ
く
輸
川
代
金
吉
請
求
す
る
訴
訟

ナ
ピ
ヨ
不
で
抗
起
で
き
る
と
す
る
の
は
一
け
此
日
ど
と
お
も
わ
れ
る
｝

x
k
d
信
用
中
山
ι

井
っ
く
Y

い
債
務
を
争
う
た
め
に
ァ
ラ
／
ス

UI
のム
γ
尻
町
白
地
）

一
信
用
状
な
発
行
、
ど
ん
ポ
～
J

ベ

f
支
店
の
叫
引
地

了
品
h
J
T
K
L
j
η
u
f
h
h
f

ミ
て
三
9
1
f

i
l
l－
－

t
i
l
－

t

J

I

b

－－
I
：
一
一

1
1
u

ヰ
イ
〆
ド

の
裁
判
N
J十
一
受
け
る
権
利
を
百
〈
「
る
に
時
一
d

J

い

特
れ
何
年
明
則
の
解
釈
む
し
J

て
は
、

川
村
段
の
弔
問
と
い
ち
個
別
問
h
d
刊
v
M
匂
量
に
お
い
て

X
が
実
際
17外
目
立
訴
訟
を
E
一
行
で
き
る
か
ミ
っ
か
こ
は
凶
一
一
な
ノ
＼
安
易
収
引
に
お
け
る
般
的
な
伝

μ状
の
受
パ
者
こ
八
百
行
銀
じ

と
の
関
係
で
μ
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
だ
い
」
し
て
も
、
沖
、
民
心
一
d

う
に
民
浜
法
凶
条
有

げパ一

く
事
務
所
一
般
管
特
説
に
よ
る
必
庁
、
制
い
は
な
い
ハ
信
用
状
の
受
持
者

に
よ
る
信
用
状
に
せ
情
？
去
人
私
請
求
宇
じ
い
に
つ

ρ
て
は
、
支
払
義
務
の
履
行
泊
特
斡

－
民
訴
法
丘
条
一
号
）
で

校
約
に
対
応
で
き
～
Q

と
翠
わ
れ
る
か
ら
で
み
点
る
（
支
弘
い
義
政
の
履
／
行
泌
を
、
一
山
メ
v
印
有
か
条
件
rL
合
致
し
た
吉
努
、
デ
J
九
一
小
し
え
払
い
を
同
又
け
た
地
と
解
釈
す 条
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本
件
で
は

1
4
が
履
行
地
と
な
る

ーれ
J
L

中ヲ一
4

つ》ル、

X
の
一
同
求
と

Y
の同人

z以
ヌ
併
の
業
務
こ
の
判
に
、
た
と
え
ば
Y
の
烹

zm
又
正
い
が
た
い
件
作

μ状
の
凶
知
銀
行
で
あ
る
y
しい

一日」

に
よ
っ
て
本
汁
叱
で
き
る
が
、
目
先
p
仁
銀
行
牛
H
W
の

う
よ
う
な
悶
述
性
が
訟
の
、
口
上
れ
る
な
っ
ば
、
業
務
関
連
J

件
計
n
F
尺
浜
法
万
一
条
I
4
口勺）

川
上
小
支
市
か
に
ま
に
ま
マ
也
知
銀
行
に
な
っ
に
こ
と
が
管
村
心
存
戸
を
左
在
ず
る
の
は

PTね
可
仙
沼
作
に
火
け
る
。
な
セ
な
ら
、
こ
の
よ
う

ぱ

Mm釈
の
も
と
で
は
、
外
ki銀
行
hv
、
今
一
分
の
F

河
一
杯
支
店
か
党
一
口
L
た
じ
市
川
市
状
は
つ
い
て
斗
行
の
有
日
L
人
情
で
は
な
（
、
は
は
1

ふ
り
池
の

銀
行

hv
通
知
銀
行
と
す
れ
ば
業
務
湾
述
吟
な
し
と
し
て
け
が
の
管
轄
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
じ

以
下
に
と
は
異
な
り
、
最
後
む

g
c宅
件
の
被
告
は
一
院
似
外
罰
法
人

と
で
も
い
う
べ
き
有
存
で
あ
る
乙
を
は
米
川
一
ア
ヲ
ウ
J

ア
バ

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

ムいに

vt拠
し
て
設
山
一
さ
れ
た
外
凶
法
人
で
あ
る
が
、
そ
の
設
ー
リ
日
仙
川
は
本
国
に
お
い
？
匂
投
資
先
の
ハ

l
h
ナ
ー
シ
ッ
ブ
持
品
J

乞
川
氏
有
す

る
た
め
で
為
り
、
不
同
で
の
引
業
活
劫
込
r
の宝人
μ
作
は
ほ
く
、

Y
C
代
表
者
も
い
本
に
台
所
を
有
し
く
い
る
J
い
う
の
C
め
る
か
ら
、

も
っ
ぱ
っ
ヨ
本
に
不
拠
ぞ
お
き
、
ヨ
本
に
お
い
と
事
業
乞
行
う
ご
と
を
王
た
る
向
的
1
／
す
る
1

擬
似
外
同
店
人
て
の
つ
に
2
考
ム
ナ
リ

1
f
D
J
 

オ
ミ④九一明

I
M
けで
X
の
山
止
一
務
所
紋
戸
市
唱
が
認
め
、
つ
れ
な
い
場
〈
日
い
は
、
明
務
所
心
業
務
い
関
連
し
た
事
件
（
比
一
訴
法
斗
h
h
h
l
u勺
主
／
間
、
）
と

〕
て
日
み
の
国
際
裁
判
州
民
日
引
を
認
め
る
一
、
と
に
な
る
ご
う
っ
し

な
:re 

（号
事
1乍

（主

為

~ 日
•ii 

~！！ 
1去
五
ヤ
7'ミ

芸

品か

才し

る

X
の
Y
に
対
寸
る
X
H
J
い
ノ
イ
円
九
が
債
務

γ

ハ
人
伝
作
確
認
一
山
J

払
に
お
け
る
管
桔
原
辺
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
？
で
の
安
当
M
U
は
疑
わ
し
い
。

ミ
）
杭
没
の

F
一杓
hv
認
ω似
て
事
務
戸
川
机
収
益
帖
を
必
定
L
1乙
裁
可
例

以
下
じ
に
対
し
亡
、
平
務
所
等
を
同
杭
拠
と
L
Q
J

る
一
般
門
口
択
を
お
殺
の
占
ア
ー
ー
の
存
p

引
を
認
め
と
心
’
応
、
し
た
裁
問
例
も
ム
め
る
ー

l[i~ ）、y王子： CiO il ¥?) ¥7 i21faJ，〔
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事
案

も
n判

～v
月
一

必
見
沢
泊
1
以
目
印
八
一
咋
ハ
月
二
へ
い
J
U判
決
江
主
疋
航
空
事
件
｝
は
、
行
法
一
の
同
7

一
線
で
起
き
た
航
ヤ
検
事
故
の
遺
族
X
ら
が
事
故

機
の
製
造
有
Y
お
よ
ひ
敗
完
者
Y
に
刈
し
て
末
法
行
為
に
基
っ
く
損
害
賠
信
一
を
ぷ
め
た
主
件
い
で
あ
る
つ
裁
判
所
は
、

Y
古山
y
に
以
に
営
業

一川
J
V」
有
し
て
い
る
か
ら
昔
、
月
裁
斗
和
が
あ
る
と
L
な
が
ら
、
特
設
の
宇
一
口
を
刊
誌
け
れ
に
一
L
V
A

ら

川
本
人
一
f
l
肢
を
入
門
む
多
数
の
外
証
人
か
h
，h
子
G
一
川
小
告
ら
一
は
、
米
尽
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
連
邦
地
方
絞
刊
一
川

に
お
い
亡
、
本
作
と
同
じ

yyお
よ
び
Y
ケ↓ね
T
ど
っ
二
組
半
口
賠
償
を
請
求
し
と
喝
行
町
川
、
裁
判
ぞ
は
、
フ
寸
ラ
ム
・
ノ
〆
・
7

〆ど

だい

む
法
坪
に
基
っ
き
戸
ア
れ
を
却
卜
し
た
ι

本
件
母
子
山
り
決
起
別
に
、

二

了

〆

人

「
小
便
宜
法
廷
〆

③
点
白
H
M
－一川判
4
1
成

一
守
一
日
ペ
ノ
日
（
記
念
金
貨
事
件
控
説
滑
）
は
、
被
ヨ
I
浪
わ
ジ
J

ネ

l
プ
主
的
に

ン
ム
！
っ

1
沃
ス
判

'c  
¥, 

で
行
わ
れ
た
込
会
が
被
位
J

副
人
の
利
得
と

mrん
や
か
汗
か
が
巾
心
的
な
争
点
と
、
で
れ
え
事
例
に
お
い
て
、

不山
wi
利
刊
の
刊
拠
訟
を
利

刊
誌
ゴ
地
誌
で
あ
る
ス
イ
ス
連
邦
広
の
包
と
て
鋲
行
実
務
H

つ
い
て
判
断
ド
り
る
こ
と
に
U
る
が
、
り
ヌ

f
ス
連
邦
の
裁
判
所
に
お
い

閉
山
「
る
の
が
も
っ
一
と
も
ム
円
目
的
f
、
お
り

ま
た
紋
告
の
－
1
A
i
に
お
け
る
村
業
刈
ぷ
不
件
山
つ
い
て
判
、
り
悶
i
yし
て
い
ず
れ
仏
い
と
い
て
特
段

の
弔
怖
を
認
め
、

ヨ
立
の
凶
円
孫
裁
判
管
告
を
ふ
円
三
、
〕
子
h

v

'b' 
①
判
決
で
は
、
台
湾
／
一
の
刊
と
は
事
故
川
町
付
を
審
辺
一
；
る
た
め
の
一
ペ
拠
を
叶
法
共
助
ピ
よ
り
利
用
さ
き
江
い
こ
と

の
事
情
今
一

認
め
る
大
き
立
洩
ヨ
L

一
な
う
た
も
の

し
か
し
な
が
っ
、
示
日
訴
訟
の
掠
お
の
λ

ち
ア

4
7
カ
市
民
と
日
メ
F

カ
に
2
4
H
U

ず
る
台
湾
人
に
つ
い
て
は
連
邦
μ

制
裁
判
決
以
後
ほ
こ
ん
ど
初
射
が
伐
ゾ
）
て
お
り
、

川
本
で
一
り
訴
え
を
畑
一
ヘ
さ
れ
た
川
本
人
以
守
ら
は

［
青
住
凶
で
あ
る
台
湾
で
裁
斗
す
る
こ
と
に
ほ
る
池
の
原
書
に
比
べ
る
と
不
利
一
k
j
d併
を
品
川
い
ら
れ
る
お
そ
れ

5
め
る
U

②
判
決
が
当
事
者
批
正
公
平
に
決
す
る
引
殺
の
お
活
を
判
vmす
る
の
に
米
軍
地
裁
問
決
に
大
き
く
秋
山
見
L
G
Pら一、

一
原
止
け
ら
が
ム
口
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持
に
お
い
て
ぶ
件
畑
中
賠
償
請
ぷ
の
訴
古
提
起
せ
ざ
る
J

ど
え
な
い
こ
し
て
も
絡
別
引
事
者
附
の
公
主
ー
と
い
っ
到
念
に
反
「
る
士
山
は
見
出

て
な
い
こ

U
A
の
は
、
米
同
航
空
機
会
社
の
訴
訟
戦
略
人
ゲ
与
慢
す
J

れ
ば
形
式
的
に
す
ぎ
る
と
い
え
F

でつ

υ
T
幻
営
来
所
の
所
作
に
よ

る
札
恨
管
絡
を
認
め
仕
い
乙
し
て
も
、
宗
務
関
連
性
Jγ

広
く
到
し
し
業
務
関
連
J

骨
骨
を
認
め
？
炉
、

y
m一
戸
わ
し
本
ピ
お
け
る
継
続
的
事
業

を
削
山
拠
／
｝
し
て
戸
川
際
救

4
管
特
を
訟
口
町
｝
白
べ
き
で
ゐ
ぺ

Y
の
日
本
，
ナ
会
引
に
つ
い
て
も
継
続
的
事
業
に
基
っ
く
む
特
争
認
め
る
余

継
続
事
業
ζ

事
件
、
と
り
淀
川
法
竹
合
税
情
に
求
め
る
こ
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
注
い
こ
と
に
な
る
。

営
判
決
で
は
、
他
（
り
川
河
村
原
因
は
主
張
さ
れ
て
い
主
い
が
、
本
州
け
千
々
木
の
も
と
で
は
営
川
柄
引
－
吠
の
業
泌
坊
連
幹
！
斡
も
認
め
ら
れ
な
レ
で

応
ろ
う
c

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

～
3
）
市
下
仲
間
所
a
t
〔
業
所
が
7dq
い
れ
も
ム
円
心
子
会
社
お
よ
ひ
戦
絞
的
事
来
川
出
勤
の
例

外
国
出
人
が
ゴ
不
に
一
h
v
u
E
同
等
J
V
有
犬
、
と
い
場
合
で
J
Q
、
［
f

？
で
継
絞
的
事
業

γー
行
っ
た
り
、
了
ん
か
れ
ピ
ム
け
し

t
事
主
活
動
J
V
竹川一

L
L
り
す
る
引
も
多
い
υ

切
判
決
も
門
店
、
ω
例
で
あ
る
が
、
伎
に
も
い
次
（
り
よ
ぷ
な
裁
判
例
い
叫
ん
あ
る
つ

一
ハ
ゴ
は
、

i
ト
ヘ
法
人
で
あ
ゐ

X
が
、
ム
日
開
山
内
法
人
で
あ
る

Y
に
討
、
J

一
ん
買
代
人
ず
を
一
占
求
、
ど
に
明
日
以
来
で

⑦
慎
浜
地
判
川
成
ふ
八
九
！
ハ
月

し
め
る
戸
非
同
判
所
は
、
治

い

Y
U’
ヨ
ぶ
で
「
実
子
、
的
・
縦
絞
的
に
商
業
活
動
を
け
が
け
～
で
い
る
」
こ
と
か
ら
肉
ち
じ
阿
際
裁
判
管
轄
を
当

ど
「
る
こ
い
）
は
で
き
仕
い
、
お
に

Y
の
関
連

E
本
法
人
が
、
実
質
的
に

Y
の
事
務
所
え
は
営
業
所
」
こ
し
て
機
詑
し
て
い
る
乙
は

認
め
ら
れ
な
い

F
J、
完
］
門
代
主
百
、
小
訴
訟
に
つ
い
て

U
本
に
民
J

妙
法
四
条
五
項
お
よ
び
川
法
斗
条
h
号
の
裁
判
比
一
刊
は
な
い
乙
し
、
じ

本
ー
の
窓
際
絞
川
ぷ
N
轄
を
訟
げ
の
山
ぱ
か
っ
～
。

日
は

ゲ
「
利
益

Y
の
日
本
に
お
日
る
一

C
C
%
十
会
社
へ
Y
）

J
T
Y
心
情
菜
巧
ζ

向
机
L
C
Y
に
対
す
る
特
立
権
侵
害
に
よ
る
長
常
賠
償
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
U

裁
判
所
は
Y
の
法
人
絡
が
形
散
に
す
ぎ
一
ぱ
レ
と
ま
で

rvJ4μ
同
判
w
l
戎

九

4l

; J 
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は
い
え
F
Y
の
法
人
w併
を
百
認
「
る
宅
情
げ
が
な
し
と
、
三
ー
と
一
定
所
の
所
在
い
北
、
づ
く
Y
の

般

管
4
1
寸
土
斉
乏
し
ん
～
市
＼

氏
五
円
法
日
条
九

H

す
に
も
亡
り
ぶ
什
川
、
行
為
地
首
相
、

司
法
口
弘
氏
本
文
に
戸
ロ
）
日
常
靖
ふ
の
裁
判
川
口
に
す
今
同
開
仲
裁
判
管
特
を
訟
の
た
υ

一いじは、

も
n判

小ゆ山
y
に
什
小
地
判
川
成

外
出
法
人
A

戸
い
じ
本
に
む
！
業
所
を
長
ず
る
）
に
対
し
て
出
託
証
拠
伐
返
還
前
ぷ
拾
を
ム
勺

〈

U
rリ
ハ
月

す
る
X
r
V
、
外
司
法
人
一
の
紋
止
川
王

【
円
本
に
け
J

い
業
ー
ヂ
／
｝
有
六
な
い
）
と
、
ー
と
の
実
質
が
日

で
あ
る
乙
、
i
百
出
し
て
Y
に
預
託
一
北
拠
金
必

還
請
ぶ
を
L
A
｝
市
中
れ
い
に
お
い

X
の
主
張
ん
公
認
必
ず
戸
際
裁
判
管
轄
を
γ

心寸定
L
戸
、
も
の
で
あ
る
。

4
）
ま
と
め

－
）
の
①
hr
ら
③
ま
で
の
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ

は
Y
C
官
業
所
の
業
務
総
連
包
将
、
②
で
は
Y
C

ハ
一
一
一
つ
山
市
子
会
社

に
よ
る
Y
C
信
業
副
業
仲
間
民
連
行
J

け特

い
ぬ
務
心
悩
行
地
管
轄
が
代
持
候
補
と
な
わ
ヰ
る
③
で
は
Y
即
日
本
法
人
と
印
刷
吋

さ
れ
て
E

土
王
子
。
J
V
i

業
所
の
一
昨
ι
吐
に
よ
る

般
管
轄
が
認
め
、
口
れ
る
か
ま
ー
に
は

Yη
い
」
主
所
の
所
有
に
み
づ
く
業
務
関
連
包
特
が
代
的
投

怖
と
と
る
日
h
J
O
ぷ
ノ
勺
ま
二

の
③
市
中
利
付
は
、
祉
の
ば
い
宗
一
内
寸
一
止
に
よ
る
一
枚
管
轄
が
認
め
ら
れ
立
い
と
ふ
や
れ
ば
、
業
務
悶
ム
伊
川
一
位
F

ピ

E
く
解
μ

て
岩
下
九
務
関
連
活
引
が
認
め
つ
れ
る
川
リ
伝
性
が
あ
る
v

最
ぬ
の
小
型
押
す
什
は
、
事
件
と
ヨ
レ
ト
と
の
閃
係
が
つ
ず
し
い
の
で
、

ヨ
ぶ
に

M

川
路
市
川
北
判
管
培
な
認
め
る
必
品
（
什
ば
少
な
く
、
引
業
所
の
立
刑
務
悶
述
管
轄
も
認
め
、
い
ノ
れ
な
い
子
？
；
（

以
ー
の
よ
う
に
、
共
体
的
な
裁
判
例
か
ら
は
、
義
務
w
p
f地
管
轄
お
よ
び
ロ
！
業
所
の
業
務
関
述
管
ー
時
が
事
務
州
般
包
轄
の
代
持
的

泊的
wuyr
「
ν

て
隊
法
す
る
日
44i
性
が
古
川
い
と
iv
え
る
」

、
了
れ
は
対
し
て

う
れ
火
官
，

V

中」仇一、

u
i
f
f
i
f
l
 
れ
一
反
法
人
が
円
本
に
μ
J以
来
刈
半
J

を
付
さ
日
い
場
台
で
も
、

そ
の
古
川
91ムム
U
U
ま
止
は
減
速

, 
u 

会
社
が
核
内
川
心
事
務
川
ま
た
は
常
茶
巧
ζ

叶
制
C
き
れ
ば
、
少
な
く
と
も
業
務
均
一
E
f町
村
が
認
め
ら
れ
る
山
Y屯
性
を
不
し
て
、
る
。

江
的
に
は
別
法
人
で
為
る
徒
数
の
企
業
小
統
一
計
包
指
慌
の
ト
に
凡
ゆ
と
J
7
J

て
判
際
町
に
宇
ト
木
古
一
h
J
J
T
L

レ
る
苧
情
が
あ
れ
ば
、
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知
ム
ヌ
の
外
相
川
へ
の
C
U
剥
を
保
芯
「
る
た
め
い
も
、
被
ι一円
ν
ニ
一
栄
拠
ょ
の
法
人
山
村
心
相
違
に
拘

JW）
な
い
で
、
山
」
務
所
ま
た
は
社
内
芋
↑
川

一日

概
念
字
戸
ふ
り
京
軟
に
じ
う
へ
き
と
あ
る
と
い
、
三
一
比
済
が
あ
る
。
事
業
所
一
殺
官
特
か
γ
認
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
目
立
ノ
な
事
務
所
e

営
業
所
机
念
の
来
日
軟
仕
解
釈
は
必
要
小
が
可
欠
〆
一
z
J
るロ

、
ア
れ
は
対

L
E
、
札
出
法
人
が
け
木
で
継
統
的
事
業
活
動

5
5
M
m
7
5
5
2
1
に
従
事
し
て
い
て
も
、
民
訴
J
一
に
は
亘
際
救
リ
リ
特

紳
h
b
A
｝
恨
拠
づ
け
る
裁
川
搭
の
規
定
が
な
か
っ
た
。
日
＋
に
お
い
て
継
続
的
手
業
が
行
わ
れ
て
い
る
戸
」
ζ

な
覗
拠
〆
「
し
て
般
的
な
事
件

全
た
は
業
務
湾
連
半
作
に
つ
い
と
の
当
防
ぬ
判
答
！
結
を
一
花
U
F
ノ
る
考
え
々
は
、
五
の
山
立
た
日
系
が
t
ん
現
す
れ
ば
、
晴
子
J

ん
の
松
知
山
口
乞
持
っ
こ

と
に
一
ぱ
7
G
C

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

五

川
際
裁
判
μ討
結
リ
イ
ル
仙
の
与
え
方

一l
）
業
務
悶
迫
管
特
討
の
採
川
府

リ
r
？
の
同
際
渋
川
円
管
特
ー
三
は
は

見
詳
！
？
ハ
第
一
節
「

1
4の
決
判
所
の
符
轄
柁

ろζ
オに
G) 

一
心
規
｛
疋
ん
と
設

あ
る
こ
き
」

事
古
川
所

i主主
管
轄
説
γ 

？？、

'' 
札一

一，

ττ 
場

、？
νコ,, 
0) 

里、
オコ
' pーとし

る
ヨ』

T主
1() 

ら

｜在 ｝~；主子、 CiO il 伝 liil i21faJ, 5 

｝
九
州
出
一
丸
木
の
一
一
、
店
、
り
μポ

げ
る
寸
／
げ
で
川
家
さ
れ
る
こ
p

と
な
っ
た

（以

F
さ
は
「
投
下
仁
氏
一
品
法
ぷ
と
、
J

て
引
日
す
る
竺
孜

1
討
議
法
ぷ
一
条
の

第
一
項
は

ペベ入

("> 

「
ぷ
判
所
は
、
法
人
そ
の
仙
川
り
た
凶
又
は
財
問
に
汁
「
ゐ
詐
え
に
つ

L
て、

は
川
円
以
特
片
況
を
企
ず
る
乙

7
7一V
J

守
｝
れ
は
、

そ
の
と
た
る
弔
袴
所
又
は
U
臼
一
戸
所
が
日
人
J

同
門
い

机i
凶
法
人
与
に
つ
い
て
は
、

山
本
に
お
け
る
：
A

と
る
事
務
所
誇
を
絞
机
ん
と
し
て
散
的
な

U
牛
の
同
校
裁
刊
特
特
を
認
め
る
d

き
で
は

ぱい

ζ

い
う
f
f
v
d
九
万
で
あ
る
U

改
d
ト
w
訴
日
、
宗
一
条
心
一
一
第
四
与
は
は
本
の
裁
吋
反
は
、

川
本
当
一
対
に
事
務
川
又
は
言
及
巧
を
有
L戸
J

る
者
サ

ru叫
す
る
訴
え
で
そ
の

一
｝
れ
は

川
川
面
に
、
t
rる主下

手
持
川
「
不
プ
ー
又
は
A
R
栄
一
円
に
お
行
る
業
務
に
湾
L
U
J
る
も
の
に
つ
い

L

小
川
特
権
古
有
す
ゐ
も
の
と
し
に
レ
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務
所
与
を
も
ャ
る
法
人
等
に
汁
寸
る
訴
え
に
つ
し
て
、
一
戸
務
悶
述
管
鴇
説
い
立
つ
行
新
し
い
国
際
法
判
特
謡
反
則
を
提
案
ど
ん
ち
の
と

い
え
7
h
w
っ

も
n判

♂
つ
ら
）
刻
限
的
な
継
針
取
引
（
ιc吉
岡

T
Eロ
5
己
管
批
判
け
八
戸
仏
γ

川刑

日
本
の
裁
刈
所
は
、
は
本
に
お
い
て
平
業
ふ
γ

－w相
続
し
て

γ
る
者
に
対
す
る
訴
え
で
そ
の
お
の

日〕

川
本
に
お
け
る
業
務
に
哲
三
J

る
も
の
に
つ
レ
て
、
九
九
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
し
こ
レ
る
し
と
、
れ
は
前
川
止
の
米
当
の
継
続
的
事
業
む
一
刻

改
正
民
一
品
法
案
一
条
心
一
二
第
七
i
Eは、

ケ
戸
主

5
2
3
J一

Jr制
収
拠
と
す
る
包
村
を
川
内
取
引
か
ら
止
じ
た
請
求
版
図
に
北
川
づ
く
包
特
に
制
限
し
た
ル

l
ル
に
し
心
人
か
っ
た

も
の
と
応
わ
わ
る
米
同
で
は

州
杓
取
引
か
ら
ペ
ー
じ
た
訴
え
に
関
す
る
杵
l

轄
は

ね
続
的
事
業
を
恨
仰
と
す
る
ち
特
に
比
べ
て
、
」
市

廷
地
と
の
は
る
か
に
市
少
な
以
連
で
認
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
い
」

〆＼

未
凶
の
緋
較
的
事
業
（
チ
》
日
間
寸
5
5
2
2
に
来
づ
く
じ
轄
を
宗
務
と
悶
迭
の
な
い
般
的
な
訴
訟
に
ま
と
認
め
る
ル
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
ヨ
ヂ
ユ
の
他
の
同
の
企
業
主
4

げ
や
過
剰
管
轄
と
し

I
批
判
し
て
き
に
と
こ
ろ
で
あ
る
υ

f

v

、
引
い
、
ヨ
不
二
一
わ
い
て
も
外
国
会
社
二

つ
い
て
は
絞
殺
的
山
ず
さ
い
基
づ
く
x
J

法
管
結
権
（
説
作
自
占
有
げ
）
十
一
行
使
、
〕
て
き
行

会しか
1

法
八
七
条
以
卜
参
加
）

p

こ
ろ
で
あ
り
、

会
社
法
の
荒
律
い
反
、
二
l

－川
ι
人
に
代
表
文
を
た
か
な
い
外
川
門
会
社
に
対
〕
て
、

日
百
に

K
げ
る
業
務
に
関
連
、
乙
人
謀
、
ん
い
つ
い
て
国
際

裁
判
管
轄
ケ
い
認
め
て
も
過
利
で
は
な
い
と
考
え
る
」

U
牛
に
お
U

げ
に
も
従
来
か
ら
椴
続
的
事
業
活
動
を
事
業
関
連
訴
訟
の
管
格
以
河
ζ
L
J
I
よ
戸
山
い
と
い
う
一
円
心
得
が
あ
っ

一位一

ア
杭
向
機
事
科
汚
決
に
よ
っ
て
、
院
医
認
が
肘
宇
th
に
つ
い
て
：
勺
一
匹
阪
放
吋
特
斡
は
条
現
に
従
っ
て
廷
が
～
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
に
の
で
あ

2
1レ
司
、
ン

る
か
ら
、
解
釈
議
／
「
〕
て
も
氏
訴
法
に
規
定
の
な
い
円
相
松
村
山
村
ヨ
J

／
一
認
め
る
余
治
か
あ
っ

民
説
法
の
救
リ
リ
h

犯
の
存
在
ば
、
久
木
河
寸
断

を
JUず
く
指
僚
に
冶
3
f
d
レ（
7

一
記
ハ
ザ
見
解
て
は
、
「
ん
が
続
前
苧
ト
ポ
活
動

に
片
山
づ
く
管
持
は
、
一
平
業
活
動
を
一
生
じ
と
利
日
以
を
得
て
い
る

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C li2) ti2 [201J 百J



一
と
」
を
妥
刊
と
し
て

↓P
J

測
吋
能
性
や
公
r
十
し
さ
す
け
仰
な
わ
な
い
こ
と
、
旬
以
元
日
助
地
け
市
d

サム荒川小山動から
μ
ド
じ
る
問
題
吹
零
封
一

す
る
た
め
に
訴
人
尋
問
や
託
拠
調
べ
の
百
三
庖
切
で
あ
る
こ
t

いる

り
山
述
の
引
い
叫
恥
開
法
、
の
ぬ
仏
「
ノ
↓
同
一
株
、
国
門
十
一
地
管
轄
こ
い
別
さ
れ
七
規
定
を
お
く
改
花
尺
品
十
九
件
民
朱
は
這
際
化
叱
説
を
／
一
ら
な
い
よ
う
に

、
氏
事
訴
訟
法
の
場
合
は
特
科
的
小
沼
が
υ
争
被
で
あ
り
、
破
産
法
U
F
寸
つ
に
類
別
化
さ
礼
法
巾
γ
少
な
い
J
L
I

際
伎
件
円
台
特
規
定

一四条）

ζ

庄
内
一
上
地
管
れ
規
災
（
｝
立
条
）
小
同
一
じ
ふ
ト
い
や
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の
こ
は
主
情
h
r
宍
は
る
こ

t
わ
れ
る
o
k
i際
及
川
叶
管
特

幻
想
律
乞
志
湿
し
た
胤
r
止
で
丸
山
っ
て
も
、
そ
丸
が
沼
一
際
的
、
伝
説
素
を
桁
λ
q
J

る
卓
上
主
に
通
川
川
さ
、
れ
る
こ
2
4ヂ
明
ら
か
に
！
な
い

十
市
氏
や
外
一
爪
か
ら
み
れ
ば
上
地
信
特
規
定
と
は
引
が
つ
き
に
く
い
〈

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

以
ょ
の
よ
～
っ
す
は
わ
か
り
に
く
さ
は
、
み
｝
も
そ
も
改
九
人
訴
U
長
第
一
節
の
川
崎
律
が
凶
内
一
事
件
に
つ
い
て
の
fA判
採
れ
伎
の
m脱
出
い
か
ら

九
ん
怒
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
す
な
わ
ち
、
立

ιえ
J

一
吐
い
案
第
一
昨
付
従
来
む
意
味
で
の
国
際
比
紅
待
轄
ル
ー
ん
を
心
め
た
も
の
で

は
な
い
？
と
い
λ

べ
き
て
あ
る
わ
一

3
）
特
段
の
ヤ
情
論
の
通
い
川
！
範
同

弐
五
回
目
訴
法
案
一
条
の
九
は
、
同
時
比
判
管
轄
に
閑
ず
る
紋
的
規
律
と
、
ν
て
れ
以
山
一
事
情
論
を
採
用
、
ν
て
い

方
、
か
、
九
円
山
ト

川川川昨日
v

山
形
式
し
て
き
だ
特
段
の
事
情
論
よ
り
明
ら
か
に
適
川
判
例
が
広
い
。
h

一
心
土
石
江

に
吊
る
よ
λ

に、

般
的
ル
ー
ル
が
溢
尽
き

れ
る
と
、
次
回
の
フ
4
ヲ
ラ
ム
・
ノ
、
：
コ
ノ
ザ
一
一
一
ニ
ン
ス
の
け
広
域
の
一
三
ノ
仕
手
引
一
町
北
山
中
性
に
欠
け
る
特
轄
去
制
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
改
d
ト
J
込
日
、
宗
一
条
の
九
は

仙
の
管
轄
ル
i
ル
に
F

ふ
っ
て

に
つ

J
ζ

円
本
心
裁
判
一
r巧
が
管
松
村
潅
か
一
向
TJ4
？？
ζ

；
な
る
坊

一
事
業
心
均
質
、
応
訴
に
よ
る
被
告
の
負
制
刊
の
程
皮

の
所
在
地
千
三
の
仙
仙
の
阜
下
活
ケ
一
考
慮
し
て

£三h

に
お
い
て
も
、
裁
判
刊
号
は

般

l[i~ ）、y王子： CiO il C:Ji c:' i21faJ，〔
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i
ト
仇
の
法
判
所
が
審
盟
友
び
裁
判
吹
「
る
こ
と
が
7

一JU
J
者
刷
の
笥
4
を
宝
、
二
又
は
、
川
ー
か
っ
込
述
九
没
者
坦
の
実
羽
を
妨
げ
る
一
と
と

な
る
特
別
の
事
悩
；
か
あ
る
と
認
め
令
乙
き
は
、
与
の
訴
え
の
笠
村
山
J

人
は
一
部
を
却
下
「
る
、

T
）
が
で
き
る
υ

る

も
n判

間
忍
は
、
目
え
に
つ
い
て
包
棺
拾
を
治
L
j
る
こ
こ
こ
な
る
場
合
を
ぷ
げ
一
け

F
Fる
と
、
他
の
管
轄
ル
、
ル
に
d

れ
ば
本
に
国
際
ぷ
日

口
紅
が
ふ
め
る
／
）
認
め
ら
れ
る
す
つ
な
場
台
で
も
、

わ
別
の
事
情
l

の
立
し
体
的
な
考
量
に
よ
二
1
L

事
後
約
に
当
際

裁
判
管
轄
が
日
い
〆
｝
い
う
結
果
に
な
り
う
る
口
、
で
占
め
る
。
こ
れ
で
は
事
前
に
ル
ー
ル
？
を
設
け
た
忍
昧
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
c

と
れ
わ
け
ル
l
ル
の
ひ
ん
初
安
寸
一
世
が
求
め
ら
れ
】
ゐ
一
般
的
な
管
付
心
場
ん
に
と
れ
hv
宇
依
り
引
に
夜
す
こ
2
は
、
当
宇
者

か
ら
マ
ド
湖
ャ
1
4
能
症
を
針
心
叶
事
有
の
叶
札
待
に
苦
し
く
氏
TJ
る
と
い
そ
る
－

そ
も
そ
も
判
例
心
特
段
心
事
情
請
は
、

納
品
仲
一
山
内
パ
ハ
ど
い
廷
に
従
弓
一
三
と
を
巾
」
弘
、
の
原
市
叫
し
一
L
て
交
け
p

へ
れ
た
A

で
、
被
告
が

日
本
一
人
住
所
古
布
、
さ
白
い

つ
い
て
の
囚
際
政
刊
行
ペ
停
を
決
定
す
る
こ
と
合
意
川
し
て
い
る
コ
し
た
が
っ
て
、
氏
一

r34刑
法
楽
一

条
の
H
T
m
r
、
被
告
が
ヨ
十
三
件
明
示
有
L
て
お
り
t
H
，
店
裁
判
諸
が
認
め
ら
れ
る
よ
v

な
湯
舟
に
ま
で
特
段
心
事
情
に
工
っ
て
訴
弐
立
川
一

卜
で
き
る
と
す
る
も
の
で
為
れ
ば
、
特
段
口
一
事
情
論
を
判
例
い
叫
ん
認
め
に
徒
凶
を
抗
、
丸
、
拡
張
す
る
ラ
も
の
と
い
え
る
υ

判
例
に
よ
る
お
い
段
の
事
情
論
は
、
被
お
の
住
所
、
炉
寸
1

え
に
な
い
場
合
に
、

ヨトヘ
T1F
の
よ
う
な
法
的
関
連
が
あ
れ
ば
l
本
の
岡
市
川
九
双

判
M
H
鳴
が
有
一
戸
一
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、

民
訴
法
的
批
色
村
荒
定
か
ム
J

送
杭
知
、
こ
ん
粍
同
討
し
γ
、
修
正
子
る
機
前
と
右
十
〆
て
い
る
戸
し
た

昨日
v

勺
て
特
設
の
事
情
六
戸
市
も
修
正
成
長
か
況
と
川
町
は
れ
る
。
し
か
し
、
特
設
の
事
情
摘
が
牛
ま
れ
た
の
は
、

4
1
よ
】
ぐ
逆
推
牙
説
が
例
外

を
認
め
な
い
も
の
と
法
解
さ
れ
た
か
っ
4

」
あ
る

J
Fな
わ
ち
、
送
推
叩
説
と
は
、
同
j

一
仁
裁
判
絵
子
あ
れ
ば
日
際
裁
判
官
轄
を
員
定
L
、

な
け
れ
ば
k
i際
裁
判
管
特
を
必
定
ず
る
に
い
行
例
外
を
許
さ
ば
い
公
式
と
併
択
さ
れ
に
か
う
で
あ
る
。

市
引
」
拾
比
i
l
i
I
F
4
4
A
占
I

也
、

j
l
z
f
v
 
一
河
丸
心
作
以
叫
寸
諸
相
リ
い
川
一
際
政
刈
特
轄
」

り
行
十
六
で
占
め
る
こ
い
h

つ
洩
併
を
前
提
に
、

E
陀
～
店
内
政
刈
管
轄
が
純
？
十
八
方
的
な

山
場
か
ら
決
定
さ
ー
れ
司
令
、
」
と
に
な
る
の
で
、

一
間
際
故
以
考
慮
を
返
し
て
一
爪
際
民
平
訴
訟
法
ー
ゎ
裁
内
管
轄
の
分
配
川
川
市
民
で
し
し
と
の
ム
ロ

l奴ノ、；＇！とAチiCiG C ti") ti4 [201J 百J



別出川川
U
T

国
八
点
、
か
っ
、
川
際
的
に
妥
当
す
る
よ
う
＆
凹
際
的
色
岬
門
機
の
原
則
の
け
m

J
一
は
所
期
し
軽
い
L

と
い
う
批
判
が
さ
れ
る
い
と
と

、
二
》
ご
っ

三
J
J
J

ミし
ρ
、Jrh

川匂

♂
レ
？
シ
ア
航
空
事
件
判
決
が
、
間
際
裁
判
管
品
川
に
つ
い
亡
は
間
際
法
で
も
川
回
門
川
叫
し
い
で
1
d
一
よ
る
へ
き
ル
ー
ル
が
な
い
の
で
、

ψ
」
宇
有
明
川
什
り
公
ポ
ト
、
裁
斗
の
い
川
口
け
a

迅
速
を
拐
す
る
と
い
ム
河
念
に
よ
り
条
球
に
し
ゅ
人
が
っ
て
決
定
す
る
の
が
布
市
jl

、
ニ
述
へ
て
い

支
本
却
の
内
容
民
訴
法
心
地
管
轄
規
定
i

ζ

い

を
残
さ
J
J
レ
も
の
と
批
判
さ
れ
た
c

i

一、＝一、
u

～J
J

h

p

u

：

I
I
1
7
7
、z

J

e

7

1

4

J

d

～
J
L
i
）
、
2
1
4

三
日
3
L
7
7刀
も
有
タ
点
川
丸
刈
げ
ら
f

今川一官

そ
こ
で
、
最
高
裁
は
フ
了
～
、
リ
l
宅
件
に
お
レ
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
平
件
判
決
か
述
べ
た
良
市
法
む
裁
問
籍
に
よ
っ
て
温
陪
H
品
川

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

当
析
を
け
川
い
に
す
逆
ザ
知
一
世
L

よ
る
定
式
ご
維
持
す
る
一
ん
て
、

一
；
ら
：

訂町一

4υ

ト
級
審
で
有
汀
と
ぼ
っ
て
い

f
狩
段
の
宅
付
論
争
間
体
用
し
、

同
で
H

此
乾
か
れ
／
わ
う
こ
と
が
v
i
事
者
院
の
去

γ、
裁
判
む
が
l

迅
速
吉
期
す
る
と
い
う
血
併
に
町
内
ず
る
判
段
の
右
情
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
結
合
に
は
、
投
が
同
の
凶
m
H川
政
判
管
轄
な
否
定
す
べ
き
で
あ
る
c

L

Y

し
し
例
外
的
処
瑚
心
主
渋
を
時
認
し
た
の
L

あ
る
。

も
と
も
と
泌
持
知
説
が
判
料
的
処
引
の
余
地
を
認
め
て
い
た
こ
J

は
、
従
来
か
、
同
一
校
扮
さ
れ
て
い

ま
た

店
…
推
知
説
が
依
拠
、
レ

zlhpUわ
れ
る
ド
イ
J

の
二
重
機
舵
一
紅
色
、
ー
渉
外
手
件
の
特
性
に

U
h
，
て
出
内
管
い
お
規
定
す
仇
m
J－
解
釈
す
る
余
地
が
占
め
れ
ノ
う
る
こ
と

は
ぺ
一
然
の
れ
侃
と
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

一
重
機
能
玩
で
は
、
凹
門
時
色
町
は
M

回
以
ぷ
判
管
札
村
山
桁
椋
J

な
る
に
f
g
ζ
なしい

か
り
で
あ
る
〉
そ
も
そ
も
同
際
裁
判
管
絡
に
問
、
J

て
は
法
廷
初
回
が
訴
訟
の
実
質
法
上
の
結
果
を
左
右
す
る
の
で
同
際
的
州
市
場
而
で
は

川川i
M
同
汀
決
の
↓
本
認
も
確
実
と
は
い
え
な
い
け
ヤ
一
の
D
h

つ
に
、
同
門
裁
判
管
特
川
、
川
河
乙
は
主
怖
が
叫
ハ
な
る
の
ず
、

川
崎
際
政
判
管
特
を
上
地
管
れ
か
ら
絞
一
械
的
に
導
く
こ
こ
は
禁
止
ベ
ー
れ
て
い
る
ζ

も
い
わ
れ
る
n

利
A

白
対
立
が
；
、
さ
く
、

？
ト
］
礼
的
信
料
規
定
を
一
山
刀
茶
準

r
し
て
水
認
し
つ
つ
、

fu 

体
的
中
主
コ
ヰ
の
凱
点
か
ら
の
的
疋
譲
笠

hvu祁
「
円
4

一
し
は
ぼ
『
パ
注
し
て
い
q

る
と
レ
ト
つ
指
摘
も
忠
る
＝
一
｝
む
よ
一
つ
な
存
在
か
ら
は
、

川
本
U
A
J
…誌の

対
V

』
チ
／
舟
↑
河
「
｝
白
と
、

戸
川
際
的
観
点
ゃ
ん
ハ
め
に
共
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c8 

の
4
4
説
は
ド
イ
ソ
〆
に
お
け
る

て
沢
い
ス
夕
、
J

ス
を
と
ワ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
の

以
ー
の
も
で
つ
に
、
前
日
没
の
事
情
論
は
、
ー
也
市
町
出
説
は
同
際
的
な
考
慮
に
草
川
コ
く
修
王
争
汗
さ
な
い
の
だ
ζ

い
う
ス
正
格
な
埼
濡
を
，
F

も
n判

提〆」
L
J
1
1
そ
の
修
正
原
理
こ
し
て
八
古
川
今
え
ら
れ
ず
九
と
い
え
る
〉
で
は
、

最
終
詑
説
に
よ
つ
な
い
げ
法
に
お
い
て
、
特
設
の
事
情

論
J
V」
「
不
一
際
絞
サ
ー
は
竹
轄
の

役
条
羽
こ
し
て
設
内
る
必
袋
が
あ
る
の
だ
ノ
ゴ
っ
か
。

v一
法
主
句
人
草
加
担
に
お
い
マ
、
す
セ
に
特
伐
の
事
情

へ
中
事
者
同
心
公
平
、

作
杭
汁
の
適
rt
令

い
う
攻
念
）

り
考
慮
を
し

て
当
カ
J

土
地
住
」
特
川
刷
判
定
と
は
叫
何
の
当
防
及
川
む
！
結
ル
l
ル
を
判
明
氾
し
に
以
】
、
ふ
た
に
び
中
川
際
政
判
許
！
轄
ル
l
山
片
付
体
？
？
？
刊
殺
の
主

J
h
で
伶
正
す
る
余
地
V
残
す
と
w

可
の
は
砥
吟
て
わ
か
り
に
く
レ
考
え
方
で
お
る
乙

位、
J

か
く
試
y

刀
し
た
包
一
際
裁
問
管
特
ル
ー
ル
に

ー
コ
て
一
訴
え
に
つ
い
て
い
本
心
及
判
所
が
管
轄
花
や
有
す
台
、
と
と
な
る
均
台

℃一仁川一
whLmuu

～ぃ、

ル
ー
ル
の
直
川
結
果
吉
山
何
時
に
百

む
で
き
る
よ
う
た
一
般
条
品
取
引
を
設
け
る
と
い
う
の
で
お
れ
目
、
州
礼
楽
ヤ
引
い
い
そ
の
必
要
性
や
わ
か
り
や
す
く
説
明

rる
支
い
い
が
為
る

ゴーノ、ノヤ」

斗
イ
才
、
i

i

外
国
法
人
℃
の
ふ
山
ヂ
務
所
営
業
所
を
基
礎
と
す
る

役付
H
A
M
説
に
一
N
L
d
J

る
業
務
悶
凌
活
持
説
の
批
判
は
説
得
的
で
は
な
い
い
、
ν
か
し
、

五

は
手
務
所

般
管
轄
ur

へU
宏
、
二
弐
務
関
連
管
絡
が
ほ
し
言
、
性
ー
に
い
る
v

4
v」
止
二
日
の
目
際
双
山
川
口
絡
は
、
削
別
々
の
裁
判
弘
前
n
想
乏
の
総
和
「
〆
て
存
在
す
J

る
の
で
あ
う
て
、
過
剥
也
前
ア
↓
評
価
び
れ
る

泊
柁
原
辺
で
さ
え
そ
の
一
部
、
こ
な
り
、
ん
科
、
ア
／
て
漏
れ
の
な
い
制
み
日
に
な
っ
↑
に
い
る
と
考
え
ら
れ
る

υ
L
4人
が
っ
て
、
国
家
は
条

が
を
給
料
L
て
対
係
一
f
J

る
ψ
i事
者
や
庄
式
ん
じ
比
の
利
害
を
読
紅
よ
α
る
シ
ス
一
r
y
A
I
～
加
ー
へ
し
な
い
限
り
、
ム
ー
う
の
裁
判
権
行
法
の
範
出
を

口
主
的
に
糾
減
し
日
い
の

山
］
ト
け
d

F

じ、

i

d

 

し
て
も
、
全
体
と
し
て
川
本
心
温
m州
政
問

円
本
が
巡
ん
で
事
務
所
一
般
埠
ト
Mmzv丞
Jι
し、
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色
町
に
穴
が
あ
か
な
い
；
ろ
に
自
己
調
整
で
さ
れ
ば
、
〉
づ
ハ
ネ
ム
こ
し
て
の
凹
ぷ
裁
判
活
ポ
ー
の
機
院
は
川
慣
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
も

い
え
7
h
w
っ

H
r外
的
な
北
日
間
円
か
ら
は
、
義
筏
夜
行
地
管
轄
お
よ
び
営
主
一
附
の
業
務
関
連
特
前
市
古
主
務
所
一
般
管
時
の
代
替
的
包
材

Y7ν
て
機
花

す
る
川
品
十
件
が
市
可
い
い
」
と
が
わ
か
る
。
い
れ
判
、
一
法
人
学
J

が
川
本
に
山
沖
市
中
、
子
会
引
や
冴
述
会
む
を
設
け
、

こ
れ
ら
の
事
業
拠
口
心
不
ノ

T
ワ

i
ケ
台
統
括
す
る
こ
に
で
利
益
を
待
て
い
る
場
ふ
い
に
は
、
軒
々
の
事
業
制
地
点
、
り
法
人
拾
の
作
注
に
か
か
わ
ら
ず
、
、
「
孔
ら
！
？
和
一
川
一

法
人
司
の
平
山
初
川
・
託
業
干
九
し
〈
併
し
て

h
際
放
判
（
H
仲
村
の
収
切
開
し
〈
し
て
も
よ
し

ハ
ハ
エ
コ
穴

r
c
u
己
主
主
J

正
心
人

と
L

「
う
る
管
特
も
、
主
務
所
般
信
特
の
代
終
機
能
士
有
す
る
J
考
え
ら
れ
司
令
〈

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

股
管
轄
と
の
何
日
出
で
は

判
例
三
の
特
段
心
事
情
誌
は
被
佐
の
ρ
比
一
中
地
容
！
特
ゲ
レ
l
校
一
三
則
一
流
と

1
て
い
る
こ
l
L
に
J

E
ず
べ
き
で

「
ぬ
る
コ
し
チ
が
っ
こ
、
判
例
理
論
む
逗
長
一
L
Jリペ，いす
J
G
湯
舟
に
は
、
被

E
C住
所
地
包
特
ど
特
段
心
事
潟
市
で
否
定
す
る
戸
と
む
な
い

3
7に
規
定
す
べ
き
な
の
と
あ
る
っ
特
段
の
事
情
命
り
治
田
川
乾
聞
を
限
定
、
し
1

ぷ
い
と
、
包
衿
心
安
定
性
J
Y
同
情
な
h
h
l
h
m
z

れ
が
為
る
か
ら

で
お
る
「

特
に
υ
4
ベ
今
ト
民
訴
法
案
の
よ
う
に
二
芸
機
能
説
を
採
町
、
以
な
い
で
立
法

F
る
と
き
に
は
、
作
所
出
ム
T
A
叫
扮
履
行
地
な
2
の
一
綜
々
？
な
管
4UT原

図
、
炉
、
国
川
一
地
位
F
M情
規

T
）
凶
際
法
判
管
対
反
立
に
そ
れ
ぞ
れ
一
心
め
つ
れ
る
一
」
と
に
な
り
、
利
店
主
」
山
と
っ
て
阿
際
裁
判
管
轄
ル

ル
を
八
店
主
一
コ
ノ
る
の
は
容
易
立
は
な
い
〉
も
っ
〆
一
深
刻
な
川
J

ば
、
特
設
の
事
情
pm

ア
L

ベ
ハ
孔
官
子
工
I
J
f
γ
ま
F
7
Z
ぐ
弔
よ
め
Jhv

同
l
巷

招＼）
υ

の
事
情
ん
一
川
は
、
回
路
裁
日
管
轄
ル
ル
〉
「
午
、
ふ
さ
り
し
く
々
ど
で
つ
な
日
阿
ふ
地
包
絡
山
笠
一
弘
を
修
五
I

J

て
事
役
的
に
迫

切
な
ル

i
ル
を
設
定
す
る
出
向
詑
を
心
し
て
い
る
が
、
あ
ら
ト
日
改
止
良
一
み
法
衣
一
一
粂
の
九
日
一

一
特
別
の
平
信
」

？
、
中
小
、

1
1
1
u
t
 

事
前
に
設
え
さ

れ
た
「
不
一
際
絞
サ
ー
は
竹
轄
川
店
主
そ
の
も
の
を
修
ー
止
す
る
A

り
強
い
機
能
を
川
り
す
る
、
｝
乙
に
な
二
｛
「
ν
ま
う
口

訴
え
に
づ
い
ご
日
本
の
裁
判
所
M
r
管
轄
権
主
有
す
る

Ghy：
に
な
る
場
合

ι
J
G
、
特
別
の
平
清
、
レ
あ
る
と
訟
め
る
と
き
は
法
判
所
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に
訴
去
や
一
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
能
主
与
え
る
と
い
〉
つ
の
は
、
山
本
国
の
一
ノ

J
4
1
一y
ム
・
ノ
シ
‘
コ
〆

ピ
ニ
エ
シ
ス
の
法
連
作
r
一貫
J

人
す
る
の
と
女
わ
ら
白
い
む
1

）
ろ
ぷ
国
の
つ
？
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ソ
〆
ピ
一
一

エ
ノ
一
人
の
法
巡
の
に
U
A
が
、
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
椛
行
伎
の
格
限
を
留
保
L
江
が
ら
、
条
件
以
社
ー
の
制

民
な
と
を
川
一
附
－
L
て
代
科
的
法
廷
組
に
い
ぬ
い
、
る
訪
山
け
訴
訟
行
為
を
コ
ン

T
口
111
ル
で
き
る
↓
ud
で
、
管
件
村

法
制
ζ

し
て
綬
れ
て
い
る
に
手
え
い
え
る
n

改
ー
は
民
訴
法
案
一
条
幻
九
心
一
特
別
の
宇
清
一

L
1
h
マ匂

般
条
項
は
、
①
被
告
の
斗
－
－
止
軌
管
轄
が
認
ゐ

ら
れ
る
4
荷
台
に
は
透
川
肘
し
な
い
、
：
ζ

万
よ
び
一
仏
一
宜
、
に

レ
ょ
う
は
わ
刻
。
一
苧
情
が
あ
る
場
合

、
の
み

y

い
家
む
！
？
刀

と
し
て
発
効
で
き
る
よ
う
に
尚
一
釈
す
べ
き
で
み
る

筆
者
よ
し
と
は
、

トJ

し
ろ
二
吊
機
能
一
世
主
持
川
L
、
そ
の
ま
ま
で
は
国
際
裁
判
官
特
ル
ー
ル

h
h

ら
白
い
よ
ム
ー
な
凹
山
門
笠
将
規
定
へ
七
と
え
ば
民
訴
ほ
斗
条

u
h
d

の
表
読
履
行
地
管
衿
）
ど
υ
ス
ド
ム
し
、
消

費
者
契
約
お
よ
び
、
寸
前
悶
係
の
む
轄
を
加
、
凡
さ
つ
え
で

特
段
心
事
情
論

〈
終
ル
i
ル

2
E
ー：、

互
い
三
カ

透
川
町
性
の
向
い
す
っ
き
り
、
ν
た
己

甘
円
滑
に
閲
す
る
引
事
中
γ
の↓
γ
見
川
三
院
け
が
尚
く
、

Ir ,, 

法
と
あ
る
と
考
え
る
、
こ
の
川
崎
ム
円
に
は
、
竹
田
法
人
4
＝
し
て
の
普
通
法
判
給
の
刑
判
則
な
に
め
る
羽
行
回
目
訴
法
凶

久
木

t
i
庁
（
は
削
除
し
て
も
、
河
法
斗
条
斗
u勺
の
事
務
出
川
・
営
栄
一
前
号
業
務
関
連
性
を
柔
軟
に
解
釈
す
れ

一MmJ

は
、
原
口
が
E
本
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
附
低
利
も
間
際
裁
判
管
轄
九
科
二
百
〆
て
は
郡
市
保
さ
れ
る
」

出
版
後
に
、
ー
川
本
の
裁
判
引
－
U
F
U
轄
権
ー
を
4

止
め
る
改
r
i
M
州
浜
法
案
第
節
の
規
や
が
、
庄
内
事
件
に

つ
い
て
の
淡
河
権
む
伎
の
限
界
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
円
は
哲
妥
で
あ
る
口
す
な
わ
コ
、
改
正
日
lw
評
決
案

,,, 
;j) 

防
の
規
定
は
従
来
心
IR
味
で
の
出
際
及
川
位
一
川
村
ル

l
ル
を
定
抗
わ
た
も
の
で
は
ん
ゆ
L
C
、
一
心
よ
う
な
科
！
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一町

持
立
法
の
考
え
方
4

ノ4
Y
う
壬
付
制
す
る
か
は
今
後
の
v
d
題
で
あ
る
が
、
少
な
く

E
E況
乏
が
囚
際
的
U
J
案
に
も
池
一
附
さ
れ
る
こ
も
／
が
わ
か

り
に
く
い
の
は
然
U

で
あ
る
。
凶
際
法
判
管
特
パ
ー
月
に
附
「
Q
従
来
の
浅
川
こ
大
き
し
く
以
ハ
な
る
従
史
J
V
一
提
案
す
る
場
ム
円
に
は
、

ル
の
利
用
お
に
対
す
る
一
説
明
が
安
筏
で
あ
る
」

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

十
小
柄
は
、
同
市
川
M
J

立
法
千
人
以
二
ノ
ベ
一
八
年
度
与
季
川

rtrハ
公
～
ン
ン
牛
ア
ノ
ワ
ム
一
日
諜
裁
ア
間
車
ν
川
訟
に
肉
汁

1

1

一
一
〆
八
午
日
司

日

H
）
の
日
行
胤
棋
を
も
に
、
山
円
口
間
以
内
な
検
討
－
長
J
J
h
h

リ
一
民
政
町
一
九
ヤ
一
加
え
て
へ
T

肘
的
に
書
き
直
ご
む
の
で
あ
る
作
成
に
ω

」
つ
て
は
、
わ
午
叫
間
以
究
費
陥

ω金
＼
竹
内
定
治
h

瓦
）
一
グ
以
パ
凡

e
L
l
汁

の

v
b
m
u木
型
令
点
取
ー
引
手
一
一
つ
刊
の
構
築
L

f

武
官
許
可

Z
3
5
5）
お
一
c
び
利
子
研
究
費
伝
説
ん
（
ι

（
某
性
附
吋
B
J
ー古川ァ

ν
ア
に
お
い
γ
る
ヰ
丹
氏
院
事
紛
争
開
u
mツ
ン
ヌ
一
ア
ム
ホ
JJ
楕
染
一
一
川
司
j
f
F
K
S

「
勺
一
、
古
山
き
さ
り
補
助
士
一
ペ
ド
た
し

ー
）
木
ね
で
は
e

京
玖
山
部
出
き
の
ず
）
約
二
、
円
晴
見
刊
誌
乙
特
別
裁
判
藷
に
対
応
さ
そ
亡
、
山
下
什
心
柿
泊
e

内
容
1
L
問
わ
な
い
同
氏
裁
判
笹

市
町
乞
一
枚
ち
ん
町
一
、
常
任
υ
の
辿
お
ー
い
た
斗
同
！
と
め
J

わ
る
正
一
際
法
－
A

門
店
帖
を
れ
訓
告
む
と
J

う
ほ
怖
が
ψ

わ
る
。
こ
の
同
法
は
、

〆2
ミ
PF
一
う
さ
丘
一
二
三
甲
お
よ
び

z
u
H
V
3
F
J
2
4
5己

F
5
2丘一ム門一
C
2

り
区
別
」

JF
、
米
国
の
判
例

7
J
戸
川
L
令
J
P
U

の
F
L
i
お
け
、
同
際

双
山
一
世
特
を
一
舵
J
R
怜
桂
じ
、
凶
内

L
U
4戸
拾
い
Y

一
特
別
骨
川
和
｛
仙
旬
、
と
m
J
A
r
－
フ
ン
ヌ
の
計
法
と
は
民
主
る
J
没
者
い
心
引
法
は
、

υ

不
に
一
ゾ
い
く
払
抱
一
店
一
後
世
市
注
（
に
こ
が
探
肘
7

J

て
い
れ
。

（q
J

J

氏
一
ヘ
J

f

ハ
円
、
へ
、
↑
I
九
月
一
日
、
法
九
時
ぃ
ヘ
以
か
門
法
制
審
議
、
口
に
い
刈
し
と
経
済
取
り
の
国
号
化
活
に
対
応
す
る
制
作
人
山
口
、
回

以
裁
判
M
R
悼
会
挽
伴
ず
る
？
i

一
の
、
一
足
立
川
中
／
一
わ
う
必
夏
日
あ
る
y
z
h

わ
れ
る
の
℃
、
p
f

心
安
ね
ル
一
一
5
c
h
↑
じ
一
！

nv
諸
国
ぷ
一
川
一
同
約
八
ハ

「
ど
が
こ
れ
、
ド
在
一
一
7
f
L
ι

二
百
斗
戸
託
制
審
ー
瓜
会
長
中
「
議
院
hhd刊
日
吉
町
去
軒
の
予
備
に
刻
J

る
H
人
柄
）
「
以
卜
法
制
一

、
、
い
う
）
）
コ
ー
小
さ
れ
た
。
「
れ
干
す
又
げ
て
、
何
年
三
リ
日
常
七
同
じ
凶
ん
だ
ι
民
事
両
訟
法
及
d
u
E
門
事
宗
主
法
の
い
円
古
川
ツ

t
p
匂
法
律
案

こ
こ
の
芝
山
川
4
r山
王
が
ム
J
J
以
卜
で
は
史
一
け
の
た
め
改
止
民
訴
一
JJ￥

～

宋

お

一

九
L

一
応
律
案
長
制
一
？
で
引
用
」
q
る

へ
A

一
戸
ド
1
7初汁
t
一
る
制
引
の
分
野
に
問
↑
日
Jfu
条
約
お
よ
三
国
内
yv
立
に
お
け
る
国
際
裁
刊
誌
弘
前
則
に
つ
い
て
は
、
崎
町
石
川
1

己
本
t

日

汁
る
凶
定
哉
い
れ
－

q
梓

ι県
不
帰
E
二
一
企
主
と
川
市
山
創
造
ロ
い
弘
ん
ペ
サ
一
二
五
日
比
三
二
〆
じ
ん
1
J
日問、

ι

出
叶
心
不
店
品
目
際
的
店
、
判
営
判
断
一
玩
中
十
、
諦
一
民
事
不
可
目
玉
日
時
出
七
一
二
支
幻
、
お
に
古
パ
f

y

A
一八

L
ア
参
問
、
J

市
市
判
脳
利
五
ヘ
年
ハ
J

一
月
ハ
ー
に
辻
義
一
立
を
七

3
一
一
一
一
同
長
刀
一
n

で
は

r
L

シ
げ
山
氏
当
事
件
判
決
土
い
ミ
ィ
＼
批
判

T
l尺

「
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九
九
一
九
日
以
長
五
芯
一
ハ
〉
号
［
山
ヘ
一

i
r
t
R
J～
！
日
は
一
P

ノ了、、
J
r
単
刊
判
次

ζ

レ
う
お
よ
ザ
υ
註
判
計
成
一
位

7
ハ月

へ
「
に
い
民
集
－
4
3
凶
J

じ
二

t
吉
一
主

μ
九
一
フ
ア
J

事
件
判
丸
一
泰
司
、
ρ

ず
J

に
、
隣
接
の
囚
陀
抜
刊
管
叫
に
附
す
る
収
！
以
刊
附
和
二
九
J
十

日

寸

U
早
川
長
八
苦
一
目
戸
八
’
店
、
川
下
一
v
成
八
ヰ
ヘ
可
二
匹
川
以
宗
有
ヘ
者
L

」
川
芳
一
山
口
一
百
一
｜
イ
ノ
椛
将
円
以
事
件
）
も
、
口
本

に
住
ゆ
ピ
有
さ
な
い
彼
パ
ロ
ピ
川
崎
す
る
子
件
？
を
乞
〕

（7
）
こ
の
f
j
式
止
、
法
述
」
る
一
よ
う
に
マ
レ

l
ン
ア
民
穴
J

Z

J
引
け
以
で
述
べ
ら
れ
や
ノ
ヲ
、
川
事
行
判
j

け
り
お
い
て
川
町
伐
の
事
抗
込
町
に
対

f
G

原
市
レ
し

L
L
の
日
昧
λ
J
T
叫
ら
か
に
さ
れ
～
山
町
村
犬
山
日
太
注
入
日
J
イ
？
ノ
に
M

t

J

9

る
H
十
九
人
仁
川
列
L
て
い
世
牝
ー
の
主
銭
位
百
惜
の
記
行
J
q

求
め
る
訴
芯
に
つ
詮
己
ポ
i
C
同
際
蕊
判
官
時
が
れ
「
ru
位
さ
れ
に
U
Z
J

山
間
一
川
忠
弘
判
例
｝
マ

l
々
ス
一
代
」
一
り
ん
J

J

f

六
（
一
目
以
卜
安
照
P

ー
）
こ
い
13

を
世
論
的
～
詰
問
し
た
の
は
、
土
木
一
了
「
！
人
事
訴
罰
法
悦
づ
一
川
u

f
昭

和

へ

刀

八

）

年

）

川

川

t

凶

μ
戸ぺ
L

新
格
「
よ
ポ
訴
訟

ム

k
t
J
h
u

一
閉
山
叶
夜
、
止
［
l

也

ハ

パ
j

口
汽
「
九
一
、
ー
ド
丁
、
亡
ネ
J
リム
V

J

へQ
、～

U
人
前
法
九
社
ヘ
法
人
で
な
し
い
江
凶
寺
心
主
事
訴
能
ド
ル
〕
参
照
c

一
川
）
川
セ
訴
法
［
円
々
木
九
戸
（
は
ヌ
ム
に
、

H
本
白
山
之
事
務
一
一
工
二
は
営
業
所
が
な
い
と
で
は

I
Hド
～
」
心
け
る
代
友

E
b
日
他
の
↓
A

」
る
業
務
和

中
」
苫
日
正
川
に
よ
り
定
ま
る
I
P
乙～明
E
yる
が
、
こ
れ
に
っ
こ
よ
日
佼
述
）
yfdc

（
刊
一
ィ
レ
シ
士
市
川
↓
山
定
平
山
、
出
布
、
正
一
G
一
参
同
ハ

ヘ
ロ
一
f
i
h
T
u
d
鈴
木
E
M惜
・
竹
下
一
寸
大
部
一
也
氏
、
一
十
叫
訟
比
一
、
1

J

萩
判
J

リ
当
宇
ぷ
了
一
前
汁
一
［
川
ィ
除
及
刊
川
口
持
品
一
ヘ
六
甘
い
、
以

ト
、
乙
一
f
一
－
一
ぺ
一
ゴ
ハ
マ
出
品
引
店
内
一
丁
べ
一
一
バ
パ
斗
｝
お
よ
び
仇
一
品
F

山川伊パ
t
J
2

ハ
一
一
｛
九
向
、
お
よ
び
と
の
辻
（
一
寸
谷
川
市
c

（は

τ
枇
「
グ
有
力
乙
？
な
っ
て

1

1

特
段
心
半
目
立
怖
に
よ
る
一
般
原
告
の
時
止
を
認
止
に
も
の
で
あ
る
J

針
判
別
掲
注

i
一J
L
J
M

（
什
～
前
喝
正
一
行
）
参
照

へγJ
一
也
↓
仙
台
揖
川
、
一
九
二
白
コ
意
味
ド

一
、
刊
ミ
息
只
h
W
4

川m
U叫
1

川
、
目
）
白
コ
ザ
ノ
川
町
山

三
↓
ヘ
ム
斗
一
一
九
一
ハ
こ
い
一
ぺ
作
λ

！マ

戸
川
刊
）
打
豆
窓
岡
村
川
公
－
剤
取
引
〉
一
国
際
弘
法
鈴
木
禄
弥
a

川
竹
什
附
下
、
制
『
ハ
ム
副
A
1
4
E
I
L
休
系
｝
コ
』
二
ハ

K
L

てノ一
hp

－
九
八
一
年
、

い
f
H
問、

へ
市
～
野
村
た
明
日
人
？
ご
の
仰
の
計
団
山
凹
の
AF時
ほ
、
母
栄
附
活
厄
山
川
下
！
へ
栢
「
川
弘
氏
山
宇
野
山
法
へ
財
バ
片
山
け
は
山
係
こ

4
ん
で
」
口
川
十
、

c8 も
n判
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ハ
ノ
二
貞
一
ハ
一
心
二
刊
｝
考
開
山
昨
佼
郎
一
一
間
際
ぷ
叩
川
口
持
つ
決
47
方
氏
ζ

わ
カ
同

f
－
批
判
一
例
nv
形
成
過
程
、

制
「
民
事
詳
一
千
い
け
九
心
史
的
民
間
川
一
口
以
下
、
問
f

川
l

凹
じ
言
、
（
二
U
、
リ
ノ
l
z

）
は
こ
の
刀
～
つ
い
て
断
去
を
追
い
る
F

（
刊
川
一
足
機
能
況
の
限
、
4
部
守
は
、
？
E
4
y
v惜
L
L
同
時
比
叫
ιzh
喧
梓
い
は
、
山
者
が
バ
コ
定
心
北
米
一
掃
の
北
ケ
ザ
t
h九件、で丸山七
J

後
汗
v
刀

同

C
A仙川バノ

7
f
て
の
設
判
権
／
什
柚
%
で
か
J
F
F
J
I

い
て
は
同
引
き
れ
£
べ
き
で
あ
る
が
、
土
地
皆
川
時
一
一
国
際
法
判
官
献
は
M
H
北町凶小田一
3

た
は
民
件
に
お
い
二
約
フ

つ
ん
て
い
る
」
い
う
J
仙
の
で
ち
る

F
H
F
5
5
r
rに
F
F
μ
R
E
E
V
E一2
N
E一2
E
r門
店
出
向
。
十
日
件
一
品
片
足
時
（
山
（
5
3、
二
ハ
段
情
八
、
三
戸
一

芸
問
、
よ
一
布
引
同
品
分
は
ド
イ
ノ
小
J判
例
む
の
る
な
お
、
一
一
一
一
技
能
見
を
司
札
γυ

刊
な
解
釈
ん
法
hJ
ら
三
る
L
1

」一m
T
瓦
刊
百
軟
川
町
乞
ム
川
辺

情
酔
J
V
M
ハF
h
J
ム
手
ゅ
ん
に
ω
る
「
芝
抗
片
山
r仙
し
な
る

戸
川
）
大
4

4
ん
1
改
正
い
つ
い
て
ば
、
中
貯
訪
日
掲
汀
一
日
）
四
七
t

同
八
戸
一
お
よ
び
徒
指
川

mUβ
伊
ュ

一竹
f

、
十
＼

ι

一
一
九
二
一
｝
ケ
－
試
作
第
七
号

へ
お
～
ム
ヘ
刊
明
人
二
八
九
計
一
什

H

一
斗
？
民
諒
一
一
崎

t
主
主
）

一
川
）
中
肝
F

訓掲、け一川町、
HH
は
、
レ
ヘ
正
味
ri
…
当
川
円
心
一
重
一
様
～
同
点
的
な

E
Fが
逆
推
知
説
に
つ
な
が
る
が
、
前
－
k

川の
h
fャ
分
さ
が
、
川
市
7
1

に
日
ノ
丈

山
呪
定
日
’
人
却
を
強
制
す
る
条
洲
一
副
え
一
牛
れ
〕
下
地
に
な
コ
r
J

と
折
続
一
一
J

るー

（

布

品
J

説
明
一
山
住
所
事
仕
ー
の
同
伝
的
立
叫
枠
」
ミ
リ
ス
ー
九
九
六
七
リ
ム
汁
五
一
い
、
以
、
立
ノ
計
二
九
九
ひ
必
工
、
何
蕗
ル
品
川
掲
汗
ヘ
ワ
〕
全
訂
前

収

九

HJ

一
、
（
ハ
）
（
〉
〉
午
、
会
問
、

一
市
＼
承
認
筏
均
出
一
干
記
一
一
存
法
常
事
え
号
、
と

i
H
E削
川
手
祝
日
承
認
作
唱
は

J
H
E判
長
処
理
十
況
が
申
｝
守
一

7
f
h
J
k
t
f
G到

に
債
務

f
c
hハ
川
叶
、
川
市
、
骨
菜
γ
川
又
に
小
苧
務
T
h
J
M
あ
る
場
ヘ
ー
一
乙
マ
む

ωニ
と
に
な
〔
こ
の
で
、
辛
口
円
娃
」
詐
こ
の
松
一
足
士
山
削
昨
化
「
る
ム
史

も
あ
っ
た

お
ー
一
二
中
止
の
，

w待
に
つ
い
て
は
、
日
持
宣
司
政
志
足
、
［
沼
回
収
尚
訂
版
ピ

一
吋
）
一
一
ー
、
胃
、
二
一
一
丈
一

O
J）
寺
一
間

一
日
巾
＼
川
仁
川
六
一
ヘ
ノ
ハ
一
同
ィ
ヤ
！
ハ
ド
円
［
云
伴
市
七
一
九

It

fm）
こ
パ
ジ
ゾ
特
辻
山
イ
持
管
帖
で
あ
る

c
E〆
法
六
来
事
同
一

一
、
引
前
渇
正

1
4
｝tTP開「

へ
刊
引
一
向
法
問
七
九
久
れ
八
一
頃
川
上
る
｛
へ
来
幻
決
定
の
咋
町
〔

告J全会ステムか、，J,j一件；主：；丘人事に、岡市裁［i］恰l暁

氾
レ
ヱ
竹
町
出

問
ハ
円
ハ
一
、
二

υ〈
U
f
八
丘
二
」
戸
制
は
山
什
本
刊
ぷ

u
同
胞
内
到
圭
1A
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ヘ川山一
へ引い山一分
へ
同
位
〈
心
告
一
検
」
隠
す
る
一
切
に
お

T
r又
は
政
明
外
比
行
為
人
Y

す
る
桂
川
山
川
士
旬
ず
る
一
と
叫
抗
｛
y
」－
9
る
J

（
川
川
～
に
捌
間
的
F

再
開
注
目
一
但
之
一
国
際
弘
出
版
論
文
川
U
H
収
一
ヘ
ヘ
オ
川
口
一
政
辺
一
（
一
ハ
（
ノ
七
市
」

十九止

4
午
以
土
に
よ
り
コ
ワ
ヮ
パ
二
お
け
る
共
両
理
解
九
人
円
八
き
一
〈
ば
ず
れ
、
抗
山
の
拡
ル
的

ω規
定
、
－
な
っ
と
、
ど
い
い
ろ

一
、
山
川
氏
布
介
改
正
前
店
以
出
7
1

九
チ
～
幸
四

一日＼叫畑一

iu芹
世
会
什
L
H
A
E
Z

、
収
二
川
（
司
、
へ
／
ノ
ゾ
一
八
年
）
和
人
。
出

fuy
）
十
h
法
主
、
附
利
一
万
九
十
点
リ
山
↓

ccは
、
外
川
会
社
m
己
木
戸
一

E
山
を
一
日
汁
た
〈
舎
は
、

E
木
に
成
げ
す
る
向
性
の
よ
の
一
ぶ
に
は
批

1
2、

れ
に
枠
制
ね
す
る
も
の
｝
河

c8 

引
成
〕
一
、
（
ハ
）
（
〉
去
年
伝
作
八
六
サ
〈

こ
れ
に
対

J
t
、
ド
成

f
i
d
T
f
u
の
均
土
、
七
八
羊
に
マ
二
一
る
会
T
1
i山町

λ
k来
同
町
叶
は
、
1

料
分
主
社
ど
代
主
「
る
辻
員
ば
、
口

も
n判

は
、
日
京
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